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１　教科に関する調査について
（１）全体的な傾向の分析・考察

・全体的な結果の状況

（２）領域・分野ごとの分析・考察
・領域・分野ごとの結果の状況

　児童生徒の到達状況を下表のように表記した。

正 答 率 「到達状況」を示す記号，用語
90％を上回っている場合 ◎：良好である
80％～ 90％の場合 ○：概ね良好である
70％～ 80％の場合 ◇：基準に到達している
60％～ 70％の場合 ▽：十分とはいえない
60％を下回っている場合 ▼：不十分である

・分析・考察及び学習指導に当たって留意すべきこと等
・参考となる他の指導事例や調査問題
・「指導改善のポイント」

（３）改善に向けた指導事例
・教科ごとに，改善に向けた指導事例を２事例記載し，以下の内容を示す。

項 目 内 容
① 問題と解答

の状況
・設問番号，領域・分野，出題の狙い，評価の観点
・関連問題
・正答例，誤答例，正答率，誤答率，無解答率

② 指導改善に
向けて

・解答状況の分析・考察
・指導改善の具体的なポイント

③ 改善事例 ・学年，単元（指導内容等）
・指導の狙い
・具体例

・関連する「学びの 12 か条＋
プラス

」の項目を次のように示す。

２　質問紙調査について
（１）小学校第４学年児童の調査結果

・設問ごとの経年比較，学年間比較
（２）学習・生活状況と正答率との関係

・正答率との関係を基にした分析・考察
（３）教員の調査結果

・設問ごとの調査結果

本書の構成
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　「教科に関する調査結果の分析・考察」のページでは，以下のように，取り上げた問題に関
連した指導事例や調査問題，指導に当たって留意すべきこと等を記載してあります。今後の授
業の参考，取組の検証にご活用ください。

①　参考となる他の指導事例
　以下の略称を用いて記載しています。

（全）…「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」に掲載されている事例
（県）…「基礎学力調査－分析・考察－」に掲載されている事例
（Ｐ）… WEB サイト「学力向上プログラム」に掲載されている事例

②　参考となる調査問題
　以下の略称を用いて記載しています。

（全）…全国学力・学習状況調査で出題された問題
（県）…本県の基礎学力調査で出題された問題
（Ｐ）…WEB サイト「学力向上プログラム」に掲載されている評価問題

③　学習指導に当たって
　取り上げた問題について，調査結果を受け，学習指導の改善・充実を図る際のポイントを，
箇条書きで記載しています。

④　指導改善のポイント
　今年度の調査結果より，特に課題が見られた問題について，指導改善のポイントを記載し
ています。

本書の活用に当たって
本書の活用に当たって

「教科に関する調査結果の分析・考察」のページでは，以下のように，取り上げた問題
に関連した指導事例や調査問題，指導に当たって留意すべきこと等を記載してあります。
今後の授業の参考，取組の検証にご活用ください。

① ※以下の略称を用いています。

（全）…「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」に掲載された事例
（県）…「基礎学力調査－分析・考察－」に掲載された事例
（Ｐ）…WEBサイト「学力向上プログラム」に掲載された事例

② ※以下の略称を用いています。

（全）…全国学力・学習状況調査で出題された問題
（県）…本県の基礎学力調査で出題された問題
（Ｐ）…WEBサイト「学力向上プログラム」に掲載された評価問題

③

取り上げた問題について，調査結果を受け，学習指導の改善・充実を図る際のポイント
を，箇条書きで記載しています。

④

今年度の調査結果より，特に課題が見られた問題について，指導改善のポイントを記載
しています。

①参考となる他の指導事例

②参考となる調査問題

③学習指導に当たって

④指導改善のポイント

参考となる調査問題

学習指導に当たって

参考となる他の指導事例

指導改善のポイント 
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Ⅰ　教科に関する調査結果の分析・考察
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小学校 第４学年
「国語」「算数」
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度の平均正答率は，27 年度に比べ 6.6％低下している。「書くこと」や「読むこと」の領域の問題に
おける，新たな問い方や多様な情報に対応できなかったことが一因として挙げられる。話し方を工夫するこ
とや，目的や必要に応じて文章を引用すること等については，依然として課題が見られる。また，書こうと
することの中心を明確にして自分で想像して書くことにも課題が見られ，指導の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【話すこと・聞くこと（56.8％）】

◇：相手や目的に応じて，筋道を立てて話すこと〔一１〕
　設問一１の正答率は 27 年度を上回り，基準に到達して
いる。発表メモ等の作成を通して，発表する事柄の順序を
考えさせる指導が充実してきたと考えられる。今後も，発
表メモ等の作成により，話の組み立てを考えさせる指導を
充実させ，継続して行うことが大切である。

▼：相手や目的に応じて，理由や事例などを挙げながら話すこと〔一５〕
　設問一５は，27 年度の正答率を上回ってはいるが，依然
不十分である。27 年度に引き続き，話し方を工夫すること
の良さについての理解が不十分であると考えられる。指導
に当たっては，以下の点を充実させることが必要である。

【書くこと（44.6％）】
▼：書こうとすることの中心を明確にしながら書くこと〔八１内容〕

　設問八１内容では，「どんな公園かを自分で想像して書
く」という条件を満たしていない誤答が多く見られた。ま
た，無解答率は 16.9％と高い。
　要因としては，「自分で想像して書く」という条件が理
解できなかったことや，「自分で想像して書く」ための適
切な言葉を見付けられなかったことなどが考えられる。指導に当たっては，以下の点に留意し，様子や行動
を表す言葉等を適切に使って書く経験を積ませる必要がある。

▼：文章をよりよい表現に書き直すこと〔八２〕
　設問八２では，よりよい表現を選ぶことを求めているが，
正答率は不十分である。書いた文章を読み返し，読み手に
伝わりやすい言葉で表現されているかを考えさせる指導が
不十分であると考えられる。指導に当たっては，以下の点
を充実させることが必要である。

小学校第４学年　国語

・話し方を工夫した発表と工夫のない発表を比べる活動を通して，工夫の効果について考えさせること
・話し方の工夫を書き込んだ発表メモや発表原稿を基に発表させ，その工夫の効果を実感させること

・見直す視点を示した上で，自分で書いた文章を読み返させること
・自己評価や相互評価を取り入れ，なぜその表現の方がよいのかを考えさせてから書き直させること

・様子や行動を表す言葉や会話等を，組み立てメモに書き込ませ，文章を書く活動につなげること

平均正答率
61.1％

設問番号 問題の内容 正答率

一１ 話の組み立て 72.5％

設問番号 問題の内容 正答率

一５ 話し方の良さ 48.3％

設問番号 問題の内容 正答率

八２ よりよい表現に書き直す 33.1％

設問番号 問題の内容 正答率

八１内容 目的に応じて適切に書く（内容） 30.9％

（全）H21：p5

（県）H26：事例１

（県）H25：事例２　（Ｐ）2012：小４　2009：小４

（県）H27：一１　（Ｐ）2015：小１～２

（県）H27：一３⑵　H26：一３

（県）H27：八２　H23：七３　H22：七３
（Ｐ）2012：小３

（県）H27：八１　H26：八３　H25：七２
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【読むこと（57.0％）】
○：中心となる語や文を捉えて文章を読むこと〔二１①②〕

　設問二１①②の正答率は，いずれも 80％を超えており概
ね良好である。今後も，目的に応じて，文章の中心となる
語や文に注目して内容を整理させる指導を継続して行うこ
とが大切である。

▼：目的や必要に応じて，文章を引用すること〔二５〕
　設問二５では，問題文の意図を捉えられなかったためか，
問題の意図に応じた言葉を見付けられていない誤答や，無
解答が多かった。また，「【文章】の中から抜き出す」とい
う指示に従わず，自分で考えた言葉を書く誤答も多く見ら
れた。目的や必要に応じて，言葉や文を書き抜かせたり，
引用させたりする指導が不十分であると考えられる。そこ
で，次のような指導を行うことが必要である。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（71.1％）】
◇：文の中における主語と述語との関係を捉えること〔五①〕

　設問五①の正答率は基準に到達しており，27 年度の正答
率を 10 ポイント以上上回っている。これまでの継続的な
指導が成果として現れていると考えられる。
　今後は，文における主語と述語の照応関係を的確に捉え
る力を養うために，各学年で段階的・継続的に指導していくとともに，中学年以降では修飾と被修飾の関
係による文の構成について理解させる指導も充実させていくことが大切である。

▼：辞書を利用して調べる方法を理解すること〔三１〕
　設問三１では，３つのことわざを五十音順で並び替える
ことを求めているが，正答率は不十分である。辞書等で用
いられる五十音順では濁音を含む語がどこに位置付けられ
ているか，といったことに対する理解が不十分であると考
えられる。今後は，次のような指導を機会を捉えて行うこ
とが必要である。

□目的に応じて，書こうとすることの中心を明確にしながら書くこと	 （→　事例１）
□目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意して読み，文章などを引用すること
	 	 （→　事例２）

・（低学年において）文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと
・「引用」という用語とその方法を確実に指導し，実際に引用させる場面で「どの内容を引用すれば，自

分の考えに合うのか」等について考えさせること
・引用した内容との関係を考慮して自分の考えを書かせること

・身近な場所に辞書を置いておくなどして，辞書を日常的に使う習慣を身に付けさせること
・索引や名簿等，日常生活のいろいろな場面で五十音順が有効に使われていることに気付かせるととも

に，五十音順を活用して言葉や事柄を整理させること

設問番号 問題の内容 正答率

五① 主語・述語 76.0％

設問番号 問題の内容 正答率

二５ 目的に応じた引用・要約 27.0％

設問番号 問題の内容 正答率

二
１① 説明的文章の内容理解 88.0％

１② 説明的文章の内容理解 83.6％

設問番号 問題の内容 正答率

三１ 五十音順の活用 43.0％

（Ｐ）2014：小２～４

（全）H27：p4　（県）H26：事例２
（Ｐ）2014，2015：小４

（県）H21：事例２　（Ｐ）2009：小３

（全）H25：B ２二
（県）H26：二４　H21：二４　H19：二４

（県）H27：二１　H26：二１　H24：二２

（全）H23：Ａ８　（県）H24：三１　H20：四
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1 時 たから島の地図を見て想像したことを話し合い，単元の見通しをもつ 

《たから島の地図を見てそうぞうして，わくわく・ドキドキする物語を書こう》 

2 時 【はじめ】【中】【終わり】の組み立てで内容を考え，［メモ］欄に書き込む 

3 時 教科書の例文（P65）を基によい表現を見つけ，書く時の工夫を捉える 

4 時 様子を表す言葉を［メモ］欄に書き加える 

5 時 ［メモ］を基に［物語］を書く 

6 時 ［物語］を読み返し，よりよい表現に書き直す 

7 時 物語を清書する 

8 時 物語を読み合いながら，どこがおもしろかったか，感想を伝え合う 

（３）改善に向けた指導事例  
 

 

 

① 問題と解答の状況 

 

 

 

 

 

 

 

② 指導改善に向けて 

複数の内容を満たして書くことを求める問題である。特に「想像した公園の様子」が書かれて

いない誤答が多く見られた。要因としては，「自分で想像して書く」ということが理解できなかっ

たり，そのための適切な言葉を見付けられなかったりしたこと等が考えられる。 

指導に当たっては，「書こうとすることの中心は何か」「その中心を伝えるためには，どんな言

葉を使うとよいか」ということを考えさせながら，様子や行動を表す言葉等を適切に使って書く

経験を積ませる必要がある。 

③ 改善事例 第３学年『たから島のぼうけん』 光村三年下  

１ 指導の狙い 

・目的に応じて，書こうとすることの中心を明確にしながら書く       （書くことウ） 

・書いたものを発表し合い，よりよい表現に書き直す            （書くことオ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

八  １内容 書くこと 
相手や目的に応じて，書こうとすることの

中心を明確にしながら書くこができる。 
書く能力 

正答例 誤答例 

春休み，まなぶとこうたの兄弟は，家の前のい

つも遊んでいる小さな公園で，あなを見つけまし

た。そのあなからは，声が聞こえます。 

：〔時〕〔人物〕〔公園であなを見つけたこと〕

〔想像した公園の様子〕の全てが書いてある。 

春休み，まなぶとこうたの兄弟は

公園で，あなを見つけました。その

あなからは，声が聞こえます。 

：〔想像した公園の様子〕が書かれ

ていない。 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

30.9％（9.8％） 52.1％ 16.9％ 

八１田中さんは，「①物語の始まり」  

  の文章を，【物語】の中の  に書 

  こうと思います。次のことに注意し 

  て，書きましょう。 

 ※【組み立てメモ】の  のすべての 

   内容を使って書くこと。 

 ※あなを見つけた公園がどんな公園 

   かを，自分で想像して書くこと  

 ※   につながるように，一つの段 

   落で，原稿用紙に六十字より多く  

  書くこと。 

言語活動：たから島の地図を基に想像して，物語を書く 

単

元

計

画 

ア 事例１  

目的に応じて，書こうとすることの中心を明確にしながら書くこと 
 

学びの１２か条＋ １ 

【はじめ】………時・場所・人物 
【中】１（事件）…出会ったもの 
【中】２（解決）…解決方法 
【終わり】………たから物・二人のその後 

書こうとする 
ことの中心 
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課題〈わくわく・ドキドキを伝えるには，どんな工夫をするといいかな〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     5 時［メモ］を基に［物語］を書く 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

                  
 

【ワークシート】 
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空けてある行を使っ
て書き直そう 
 

［
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モ
］ 

た
か
ら
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空
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と
べ
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マ
ン
ト 

二
人
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そ
の
後 

 
･
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時
々
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ン
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を
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に
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池
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食
べ
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に
行
く 

 

 

 

［
メ
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］ 
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時 
･
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･
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み 

場
所･
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家
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ゆ
う
こ
（
姉
） 

 
 

 
 

 

た
く
み
（
弟
） 

こ
わ
い
電
気
ト

ラ
に
出
会
っ
た 

「急いで。」とあると，
あせっている気持ちが
伝わるよ 

『じっと』とあると，
ねらわれている不気味
な感じがするよ  

 

『するどい歯』で，ワ
ニのこわさが伝わるね 

行動をくわしく 

会話を入れる 

様子をくわしく 

わくわく・ドキドキを伝えるには，
行動や様子をくわしくする言葉や
会話を入れる工夫をするといいね 

［メモ］と［物語］を合わせ
て読むと，アドバイスしたい
ところが見付けられたよ

［メモ］の「ビュンビュン」
を使うと，もっとドキドキ
して読んでもらえるかも 
 

【
中
】
２
（
解
決
）
】 

解
決
方
法 

【
中
】
１
（
事
件
） 

出
会
っ
た
も
の 

【
は
じ
め
】 

時
・
場
所
・
人
物 

【
終
わ
り
】 

た
か
ら
物 

二
人
の
そ
の
後 

［
物
語
］ 

［
メ
モ
］ 

時 
･
･
･

夏
休
み 

場
所･

･
･

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の 

家
の
庭 

人
物･

･
･

ゆ
う
こ
（
姉
） 

 
 

 
 

た
く
み
（
弟
） 

 

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
記
入
例
】 

２ 具体例 

教科書の例文から「詳しくする言葉」と「会話」を
抜いた例文を準備し，二つを比べさせましょう 

 

教科書の例文の「書こうとすること 
の中心」は何かを確認させましょう 

こ
わ
い
ワ
ニ

に
出
会
っ
た 

草
の
つ
る
で 

ワ
ニ
の
口
を 

し
ば
っ
た 

 

本単元では【中】の場面を詳しく
書かせます。【中】のワークシート
の［メモ］欄には，「書こうとす
ることの中心」を書かせましょう 
 
 
 
 
 

 
 

ト
ラ
に
電
池
を

食
べ
さ
せ
て
な

か
よ
く
な
る 

【
各
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
［
メ
モ
］
例
】 

 
 

ト
ラ
が
、
す
る
ど
い
き
ば
を
見
せ
な
が
ら
、 

 「
ウ
オ
ー
ッ
！
」
と
、
ほ
え
ま
し
た
。 

 

「
あ
の
し
っ
ぽ
、
光
っ
て
い
る
ぞ
。
」 

大
き
な
ヘ
ビ 

長
い
ひ
も
み
た
い
な
し
っ
ぽ
は
、
ふ
れ
る
と 

 電
気
で
ビ
リ
ビ
リ
す
る
の
で
す
。 

 

「
し
っ
ぽ
に
気
を
つ
け
て
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン 

電
気
ト
ラ
は
、
し
っ
ぽ
を
ふ
り
回
し
な
が
ら
、 

 こ
ち
ら
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。 

 

  

【
中
】
１
（
事
件
） 

出
会
っ
た
も
の 

  ［
メ
モ
］ 

 

た
く
み
「
あ
の
し
っ
ぽ
、
光
っ
て
い
る
ぞ
。
」 

ゆ
う
こ
「
し
っ
ぽ
に
気
を
つ
け
て
。
」 

 

名
前 

前
田
り
え 

 

［物語］には，［メモ］に書いた言
葉を全て使うのではなく，選んで使
うことを押さえましょう 

ほ
え
る 

「
ウ
オ
ー
ッ
！
」 

ふ
れ
る
と 

電
気
で
ビ
リ

ビ
リ
す
る 

こ
わ
い
電
気
ト

ラ
に
出
会
っ
た 

し
っ
ぽ 

長

い

ひ

も

み
た
い 

ふ
り
回
す 

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン 

ギ
ザ
ギ
ザ 

す
る
ど
い 

き
ば 

大
声 

［メモ］の言葉を使うと，［物語］
がどんどん書けるよ 
 

しっぽは「長いひもみたいな」より「大きな
ヘビみたいな」にした方が，こわそうだよ  

［
物
語
］ 

 

6 時［物語］を読み返し，よりよい表現に書き直す 

4 時 様子を表す言葉を［メモ］欄に書き加える 

3 時 教科書の例文（P65）を基によい表現を見付け，書く時の工夫を捉える 

2 時【はじめ】【中】【終わり】の組み立てで内容を考え，［メモ］欄に書き込む 
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① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

二 ５ 読むこと 
目的や必要に応じて，文章の要点や細か 
い点に注意しながら読み，文章を引用し 
たり要約したりすることができる。 

・国語への関心・意
欲・態度 

・読む能力 

② 指導改善に向けて 

目的に応じて，文章中の大切な言葉を書き抜くことを求めた問題である。しかし，本文中の言葉を書

き抜くのではなく，自分で考えた言葉を書く誤答が多く見られた。また，「最終問題の答えは最終段落

にあるはずだ」という思い込みからか，最終段落から，問題の意図に合わない言葉を書き抜いた誤答も

多かった。目的や必要に応じて文や言葉を抜き出す（引用する）ことへの理解が不十分であり，また，

問題の意図を捉える力も不足していると考えられる。 

指導に当たっては，「引用」という用語とその方法を指導し，引用できそうな複数の文の中から，「ど

れを引用すれば，目的や必要に応じられるか」を考えさせることが必要である。また，原文を正確に引

用させ，引用した内容との関係を考慮して自分の考えを書かせることも必要である。 

③ 改善事例 第 3学年『モチモチの木』 光村三年下 

１ 指導の狙い 
・目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意して読み，引用する    （読むことエ） 
・文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感じ方について違いのあることに気付く  

（読むことオ） 
 

単
元
計
画 

第一次 
1時 教師の作成した言語活動成果物モデルを基に，単元の見通しを持つ 

《心ひかれた登場人物の人がらを，引用を使ってしょうかいしよう》 
2時 ブックトークをきく（斎藤隆介作品） 

第二次 

3・4時 内容をおおまかに捉える（モ）         

5時 豆太の人柄を捉え，それが伝わる文を見付ける（モ） 

6時 心ひかれた登場人物の人柄を捉え，それが伝わる文を見付ける（選） 

7・8時 豆太の人柄の捉えに沿って引用する文を選び、交流する（モ）  

9時 心ひかれた登場人物の人柄の捉えに沿って引用する文を選ぶ（選） 

10時 豆太の人柄について説明を書き，カードを完成させる（モ） 

11時 心ひかれた登場人物の人柄について説明を書き，カードを完成させる （選） 

第三次 12時 友達と登場人物を紹介し合う（選） 
13時 学習を振り返る 

二５ 石田さんは，【文章】を読んで分かったことを，次のように【ノート】に書きました。        

にあてはまる言葉を，【文章】の中から七字でぬき出して書きましょう。 

 

 

正答例 誤答例 

体で表すことば ・いろいろなこと ・動物たちの合図 ・体で表すしぐさ 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

27.0％（1.5％） 51.2％ 21.8％ 

イ 事例２  
目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意して読み，文章などを引用すること 

学びの１２か条＋ ３ 

動物たちは，いろいろなことを感じたり，何かをしようとしたり，それをなかまに
つたえたりするときに，しぐさをします。だから，しぐさは 

だと言ってもよいと分かりました。 

【
ノ
ー
ト
】 

モ：「モチモチの木」 
選：自分で選んだ関連図書 

言語活動：心ひかれる登場人物を「人物しょうかいカード」にまとめる  関連図書：斎藤隆介作品 
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5 時 豆太の人柄を捉え，それが伝わる文を見付ける 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

7・8時 豆太の人柄の捉えに沿って引用する文を選び，交流する 

                                                                 

      交 流 

・・・ 

「医
者
様
を
よ
ば
な
く
っち
ゃ
。
」 

 

豆
太
は
、
小
犬
み
た
い
に
体
を

丸
め
て
、
表
戸
を
体
で
ふ
っ
と
ば

し
て
走
り
だ
し
た
。 

 

ね
ま
き
の
ま
ん
ま
。
は
だ
し 

で
。
半
道
も
あ
る
ふ
も
と
の
村

ま
で
ー
。 

 
･･･

豆
太
は
な
き
な
き
走
った
。

い
た
く
て
、
寒
く
て
、
こ
わ
か
っ

た
か
ら
な
ぁ
。 

 

で
も
、
大
す
き
な
じ
さ
ま
の
死

ん
じ
ま
う
ほ
う
が
、
も
っ
と
こ
わ

か
っ
た
か
ら
、
な
き
な
き
ふ
も
と

の
医
者
様
へ
走
った
。･･･ 

 

「お
ま
え
は
、
山
の
神
様
の
祭
り

を
見
た
ん
だ
。
モ
チ
モ
チ
の
木
に

は
、
灯
が
つ
い
た
ん
だ
。
お
ま
え

は
、
一
人
で
、
夜
道
を
医
者
様

よ
び
に
行
け
る
ほ
ど
、
勇
気
の
あ

る
子
ど
も
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
な
。

自
分
で
自
分
を
弱
虫
だ
な
ん
て

思
う
な
。
人
間
、
や
さ
し
さ
さ

え
あ
れ
ば
、
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ね

え
こ
と
は
、
き
っ
と
や
る
も
ん

だ
。･･･ 

 

豆太の人柄を捉えた根拠となる文に傍線を引か

せ，そこから考えたことをメモさせましょう  豆太はやさ
しいね 

勇気があるよ 

いくつかの文に傍線を引いたけれど，どの
文を選んで引用すればいいのかな 

２ 具体例 

1時 教師の作成した言語活動成果物モデルを基に，単元の見通しを持つ 
本に書かれているこ
とを，文章や話の中で
用いることを，「引用」
といいます 

どこを読んで，そ
う思ったのかな 

傍線を引いてメ
モを書いたらは
っきりしたよ。 
 
ぼくがつかんだ 
豆太の 
人柄は 
これだよ→ 
 
  

豆太の様子や行動を表す言葉や，会話に
目を付けると，傍線が引けるね 
 

 

が，引用し 
ているところだね 

 

引用と説明を合わせ
て読むと，スーホの
人柄が伝わるね  
 

《心ひかれた登場人物の人がらを，引用を使ってしょうかいしよう》（単元のゴール） 

 「
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
ね
、
白
馬
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

先
、
ど
ん
な
と
き
で
も
、
ぼ
く
は

お
ま
え
と
い
っし
ょ
だ
よ
。
」 

 

 

ス
ー
ホ
の
た
め
に
、
お
お
か
み
か
ら

羊
を
守
っ
た
白
馬
。
そ
ん
な
白
馬
に
、

ス
ー
ホ
は
感
し
ゃ
し
、
や
さ
し
く
話
し

か
け
ま
す
。
白
馬
は
、
そ
ん
な
ス
ー
ホ

が
大
好
き
で
、
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ

て
も
、
命
を
か
け
て
ス
ー
ホ
の
も
と
に

帰
っ
て
き
ま
す
。
ス
ー
ホ
は
、
と
て
も

深
く
、
白
馬
と
心
を
か
よ
わ
せ
て
い
る

の
で
す
。 

 

【
言
語
活
動
成
果
物
モ
デ
ル
】 

 

ス
ー
ホ
の
白
い
馬 

お
お
つ
か 

ゆ
う
ぞ
う 

 

 

動
物
と 

気
持
ち
を 

か
よ
わ
せ
る

ス
ー
ホ 

 

竹
田 

ひ
ろ
き 

心ひかれる人柄 その人柄が伝わる文（引用） 人柄の説明（引用を基にして） 

引用するときは，元の言葉や文をそのまま使い，他と

区別できるようにすることを押さえましょう 

自分がつかんだ人
柄にぴったりくる
文を探そう 

「ここがすき！」「ここを
読んでほしい！」と強く思
った文はないかな？ 

勇気のある一人
の子どもしか見
られないのに･･･ 

ひっしさ
が伝わっ
てくる 
 

こわさを
わすれて
いる 

豆太の勇
気が伝わ
るのは･･･ 

メモ（考え） 

じさまに
みとめら
れている 

交流して，友達の考
えを知りたいな 

一人一人の感じ方には違い
があるね。おもしろいなあ 

い
ざ
と
な
っ
た
ら
勇

気
を
出
せ
る
豆
太 

 

よし，この文を引用しよう 

 

「
モ
チ
モ
チ
の
木
に
、

灯
が
つ
い
て
い
る
。
」 

                                                               じ
さ
ま
や
お
と
う

と
同
じ
よ
う
に
勇

気
の
あ
る
豆
太 

 

、

勇

 

人
間
、
や
さ
し
さ
さ

え
あ
れ
ば
、
や
ら
な
き

ゃ
な
ら
ね
え
こ
と
は
、

き
っと
や
る
も
ん
だ
。 

                                                                                                                                                                                                                                                            大
す
き
な
じ
さ
ま

を
大
切
に
す
る
、

や
さ
し
い
豆
太 

 

、

交流して，自分の考えに自信が持てた
よ。次は，引用した文を基にして，豆太
の人柄についての説明を書こう 

 

お
ま
え
は
、
一
人
で
、
夜

道
を
医
者
様
よ
び
に
行
け

る
ほ
ど
、
勇
気
の
あ
る
子
ど

も
だ
った
ん
だ
か
ら
な
。 

い
ざ
と
な
った
ら
勇

気
を
出
せ
る
豆
太 

 

人柄も引用した文も，わ
たしの考えと違うわ。説
明を聞かせてほしいな 

・「いざとなった」ときの，豆太の行動
が分かるのは… 

・「勇気がある」と，はっきり言ってい
るのは… 

・ぼくが，ジーンとしたところは… 

人柄に「勇気」という言葉があるのは
わたしと同じだけど，引用した文が違
うね。どうしてその文を引用したの？ 
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度の平均正答率は 64.3％で，27 年度より 7.9 ポイント下回っている。「数量関係」の簡単な２次元表
の読み取りについては 80％を上回り，改善が見られる。しかし，「数と計算」領域では，分数の意味や表し
方を理解すること，「量と測定」領域では，単位換算や量の単位の関係を理解すること，「図形」領域では，
図形の性質を理解することに課題が見られる。また，筋道立てて考えたり，算数用語を用いて数学的に過不
足なく表現したりすることに，依然として課題がある。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【数と計算（70.5％）】

◎：基本的な四則計算をすること〔１⑴，⑵，⑶，⑷〕
　基本的な四則計算については良好であるが，小数－整数
の計算（76.5％）については，加減計算では位をそろえて
計算することの意味を指導するとともに，基礎的・基本的
な技能の習得・習熟を図る時間を確保し，確実に身に付け
られるようにすることが大切である。

▼：分数の表し方を理解すること〔３⑴〕
　この設問は不十分であり，分数の意味や表し方の理解に
課題がある。誤答の多くは，全体を等分してできる部分の
大きさを表す表し方と，1m を等分してできる単位のいく
つ分の大きさを表す表し方との混同が見られる。指導に当
たっては，次の点を充実させる必要がある。

【量と測定（52.3％）】
▽：複数の条件全てに当てはまる時間を判断すること〔４⑵〕

　27 年度の設問に比べ 4.4 ポイント上回ったが，十分とは
いえない。与えられた複数の条件を基に筋道を立てて判断
することに依然として課題がある。指導に当たっては，次
の点を充実させることが必要である。

▼：量の単位の関係を理解すること〔３⑶〕
　経年比較すると，正答率は徐々に向上しているが，不十
分である。誤答には単位換算の未処理，誤処理が多く，単
位の関係について習得できてないことが考えられる。指導
に当たっては，次の点を充実させる必要がある。

小学校第４学年　算数

・分数の意味や表し方を確実に理解できるよう，数直線や図等を用いて分数を表したり比べたりする活
動を工夫すること

・問題解決のために必要な条件と必要な条件から分かる事柄を，一つずつ図に表し整理すること
・問題解決に必要な条件を全て考慮できているかを振り返り，導いた結果を確かめること

・量の単位の関係の理解を深めるとともに，適切に単位換算できる技能を高めるよう，繰り返し指導す
ること

・基準となる大きさの感覚を身に付け，身近なかさや長さ，重さ等の量感覚を豊かにすること

平均正答率
64.3％

設問番号 問題の内容 正答率

１

⑴ 波及的繰り上がりのある加法計算 96.1％

⑵ 波及的繰り上がりのある減法計算 91.1％

⑶ 余りのある除法計算 95.3％

⑷ 整数－分数 92.2％

設問番号 問題の内容 正答率

３⑴ 分数の表し方 32.8％

設問番号 問題の内容 正答率

３⑶ 量の単位の関係 43.7％

設問番号 問題の内容 正答率

４⑵ 複数の条件全てに当ては
まる時間の判断 65.5％

（県）H26：事例２　（Ｐ）2009：小２

（全）H21　（県）H27：事例１

（全）H26：Ａ１⑶

（全）H19：Ａ２　H22：Ａ３

（県）H26：３⑵　H27：５⑴

（全）H21：Ｂ３　（県）H27：５⑶
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【図形（57.4％）】
◇：円と二等辺三角形の性質を関連付けて考えること〔３⑷〕

　この設問については，26 年度の類似問題より 31 ポイン
トの伸びが見られ，基準に到達している。作図などの活動
を通して，他の図形の特徴と関連付ける指導により，二等
辺三角形の二つの辺の長さに関する性質と，円の性質を関
連付けて捉えることができているためと考えられる。今後
も，図形の性質の学習では他の図形の特徴と関連付けて理解を深めるよう指導することが大切である。

▼：図形の性質を理解すること〔４⑴〕
　誤答には「二つの辺が同じ」や「道のりが同じ」のよう
に，長方形の構成要素と関連付けて適切な算数用語を用い
て表現していないものが多く見られた。指導に当たっては，
次の点を充実させる必要がある。

【数量関係（66.1％）】
○：簡単な２次元表の数値が表す意味を読み取ること〔５⑴〕

　この設問については，27 年度の類似問題より 25.2 ポイ
ントの伸びが見られ，概ね良好である。要因は，資料を分
類整理し，表に表したり，考察したりする活動の充実が図
られたことによって，２次元表の中の数値の意味を的確に
捉え，適切に表現することができているためと考えられる。
今後も２次元表の中の数値の意味を読み取る際は，必要な
事柄を補わせる問い返しを行い，適切な表現へと洗練させていくよう指導することが大切である。

▼：きまりを用いて問題を解決すること〔７⑶〕
　見出したきまりを別の場面等に適用する場合には，その
きまりを数量の関係として式に表す力，分かっている数量
を基に未知の数量を求める力を付ける指導の充実が必要で
ある。指導に当たっては，次の点を充実させる必要がある。

□分数の意味や表し方が理解できるよう，図等を用いて分数を表す活動を充実すること
	 	 （→　事例１）
□基準となる大きさの感覚を身に付け，適切な単位を用いて表す活動を充実すること
	 	 （→　事例２）

・図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目して図形の性質を見出したり，
考察したりすること

・図形を根拠に事象を説明する際には，日常の事象と図形の性質を関連付け，
必要な事柄を過不足なく適切に表現したり，振り返ったりすること

・具体的な場面に対応させて数量の関係を式に表したり，式の意味を読み取ったりすること
・未知の数量を□と考えて数量の関係を式に表し，□に当てはまる数を調べること

設問番号 問題の内容 正答率

３⑷ 円と二等辺三角形の性質
の関連付け 74.2％

設問番号 問題の内容 正答率

４⑴ 図形の性質 18.5％

設問番号 問題の内容 正答率

５⑴ 簡単な２次元表の数値の
意味の読み取り 80.7％

設問番号 問題の内容 正答率

７⑶ きまりを用いて問題を解決する 43.8％

（全）H26：p16

（県）H27：事例２

（全）H26　（県）H24：事例１　H26：事例１

（全）H27：Ａ５
（県）H23：８　H26：７

（全）H27：Ｂ１
（県）H27：６⑵
（Ｐ）2014：小４

（県）H23：６⑴　H27：４⑴

（全）H28：Ｂ１

 



― 14 ―

（３）改善に向けた指導事例 

 

 

 

 

 

 

① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

３(1) 数と計算 分数の表し方を理解している。 
数量や図形についての 

知識・理解 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

正答例 誤答例 

ア ウ 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

32.8％ 67.0％ 0.2％ 

 

② 指導改善に向けて 

３(1)については，分数の意味や表し方の理解に課題がある。誤答では，ウが多く，分割分数

と量分数の混同や，図に示された数だけで判断していることなどが考えられる。 

指導に当たっては，紙テープやます等の教具を用いて，具体的なイメージをもって分数を捉

える経験を通し，分数の意味や表し方を実感を伴って理解できるよう指導することが大切であ

る。また，分割分数と量分数の違いを明確にし，意味の違いを確実に指導することが必要であ

る。その際，取り上げた分数をテープ図や数直線に表したり，それを用いて説明したりする活

動を充実させることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

ア 事例１ 

分数の意味や表し方が理解できるよう，図等を用いて分数を表す活動を充実すること 

学びの１２か条＋ １ 
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③改善事例  第３学年「分数」 

 

１ 指導の狙い 

   図等を用いて分数を表し，分数の意味や表し方を理解できるようにする。 
２ 具体例 ＜○/□ｍを正しく表した図はどれかな？＞ 
 

 (1)１ｍをもとにした分数（量分数）について，しっかりおさえる活動 
 
 
 

 
 
 
       
 

           
                   

          

     
 
 

 
 
 
        
 

        

 (2)１ｍをもとにした分数（量分数）の理解を確認する活動 

 

 

     

 

０        １        ２（ｍ） 
          
 
 

                  

 
(3)学んだことを適用して問題解決する活動 

    
    

      
      

 

             

 

 
 
 

 

      

 

    

 
    

 

  
            

   

０          １          ２（ｍ）                                              
          
 
 
 

         

       もとの長さを１ｍとした分数の意味や表し方を理解できるようにしましょう。 

図や数直線にもとの大きさを位置付けて，分数が表す大きさを捉えられるようにしまし

ょう。 

２ｍ 

１

ｍ 
１

ｍ 

色をぬったところが４/６ｍといえるのは，どちらですか？ 

 

では１ｍはどこかな？ 数直線を使って考えてみよう。 

 

だったら、１ｍが６等分されている図を探せばいいんだね。 

 
オは１ｍを３等分した

４こ分の長さだね。 

カは１ｍを６等分した

４こ分の長さだ。 

アが１/３ｍだね。イやウは１/３だけど，１/３ｍとは言えないんだね。 

その考えはどちらも２ｍをもとの長さにしているね。 
でも、４/６ｍと単位が付いているのだから，もとにする長さは１ｍだよ。 

オ 

オ 

１ｍ 

もとの長さが１ｍのものが，１/３
ｍだよ。 

オは６等分した４こ分だから４/６
ｍ，カは１２等分した４こ分だから
４/１２ｍじゃない？ 

 

つまり４/６ｍを表して

いるのはカだね。 

色をぬったところの長さが，１/３ｍになっているテープはどれですか？ 

 
どれも１/３だけど，長さがちがうよ。 
１/３ｍってどれだろう？ 

 

ウ 

ア 

イ 

色をぬったところの長さは，何ｍですか？ 

 
エ 

エは４等分した３こ分だから， 
３/４ｍじゃないの？ 

１ｍをいくつに分けた 1こ分が，どれだけあるかで，考えるんだよね。 

カ 

エは１ｍを２等分した１/２ｍが３こ分あるから，この長さは３/２ｍだ。 

カ 

１ｍより大きいのに，エが３/４ｍ
と言うのは変じゃない？ 
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① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

３(3) 量と測定 長さの単位の関係を理解している。 

・算数への関心・意欲・態度 

・数量や図形についての知

識・理解  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

正答例 誤答例 

８（ｍ） 
・８００（ｍ） 

・８０（ｍ） 

正答率 誤答率 無解答率 

43.7％ 54.6％ 1.7％ 

 

② 指導改善に向けて 

３(3)については，量の単位の関係の理解や単位換算についての技能に依然として課題がある。 

誤答には，800ｍや 80ｍとしたものが多く見られた。要因としては，導き出した結果につい

ての振り返りが十分でなかったことや，２(3)の単位換算の問題が不十分であったことからも 

１ｍ＝100 ㎝という単位の関係を用いて適切な単位換算ができなかったことが考えられる。 

指導に当たっては，量の単位の関係を表した表を解決の手立てとして持たせたり，式による

単位換算をしたりして，身の周りの量を様々な単位で表す活動を繰り返し行うことで，単位換

算に習熟させることが必要である。 
また，基準となる大きさの感覚を身に付け，量感覚を豊かにすることが大切である。その際， 

  体の一部を使って長さを測ったり，身の回りにある１kg や１L などの基準となる大きさの感覚

を捉えたり，また，基準となる大きさの感覚を基にしてそのいくつ分かなどと，量の見当を付

けようとする態度を身に付けさせることが必要である。 

 

イ 事例２ 

基準となる大きさの感覚を身に付け，適切な単位を用いて表す活動を充実すること 

学びの１２か条＋ １ 
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③改善事例  第３学年「長さ」  

１ 指導の狙い 

  様々な単位で表す活動により単位換算の技能を高めるとともに，量感覚を豊かにする。 

２ 具体例   

（1）様々な単位で表す活動により，単位換算の技能を高める活動 

＜バスケットコートの縦の長さは何ｍかな？＞ 

      

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（2）基準となる大きさの感覚を身に付け，かさや長さ，重さ等の量感覚を豊かにする活動 

 
 
 
 
 
ぺ 
 
 
 
 
 
 

第１学年 
「任意単位をもとに入れ物の
かさの大小を比べる活動」 

 
 
 
 
 
①ペットボトル大  15 杯 
②牛乳パック大   10 杯 
③ペットボトル小   5 杯 

第２学年 
「基準となる長さを体の一部と関連
付けて見付ける活動」 

 
 
 
 
 
①１㎝ 爪くらいの長さ 
②10㎝ 親指から人差し指までの長さ  
③１ｍ 地面から胸までの長さ 
 

第３学年 
「基準となる重さをもとに，重さ 
の見当を付ける活動」 
 
 
 
 
①算数の教科書１冊 
②ミニバスケットボール 1 個 
③水１Ｌのペットボトル 1 本 
 

で 15杯のペ
ットボトルが一番
大きいよ。 

㎞ 

コートの縦の長さは，40 ㎝の 60 こ分だから， 2400 ㎝
になります。正しい単位は㎝です。 

72×15 で 1080ｍになります。１㎞＝1000ｍだから１㎞ 80ｍになります。 
 
単位の関係を表した表等を手立てに，様々な単位で表す活動を行い，単位換算に習熟させましょう。 

 

「あた」「つか」「ひろ」

「歩」等，昔から伝わる

単位も調べてみよう。 

200mlの牛乳パックの重
さ 200ｇをもとに，物の重
さを予想してみよう。 
 

縦の長さ  
？ｍ 

 

両方の手に乗せて重 
さを比べてみよう。 

10倍 

実際に重さを測って

確かめてみよう。 
 

横の長さ 
 12ｍ 

 

100倍 

「比べる」「見付ける」「見当を付ける」活動を通して，量感覚を豊かにしましょう。 

 

バスケットコートの縦の長さは，ひろしさんの歩幅で
60歩です。ひろしさんの歩幅は 40㎝です。縦のライン
を貼るテープは何ｍ必要ですか。 
 

1000 倍

場委 

バスケットコートの縦のラインを貼り直します。ラインの幅は５
㎝です。何 mmの幅のテープを使えばいいですか。 

1㎝＝10 ㎜だから幅 50㎜のテープを使えばいいです。 

2400の正しい単位は何ですか。 

ラインを貼り直したコートを１周走ると，72ｍです。 
コートを 15周走ると何㎞何ｍ走ることになりますか。 

１ｍ＝100㎝だから，2400÷100＝24で，2400 ㎝は１ｍ
の 24 こ分です。2400 ㎝は 24ｍです。テープは 24ｍ必要
です。長さの単位の表でも確かめられます。 
 

     ５ ０ 

  ２ ４ ０ ０  

１ ０ ８ ０    

 

１㎝，10㎝，１ｍはどれく
らいの長さか，自分の体を
使って表しましょう。 

ｍ    ㎝ ㎜ 

 

【長さの単位の表】 
 

40㎝が 60歩だから，40×60＝2400で，2400ｍです。でも，2400ｍも必要なのかな？ 

どの入れ物のかさが一番

大きいか比べてみよう。 

で何杯かな。 
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小学校 第６学年
「社会」「理科」
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度の平均正答率は 73.2％で，27 年度より 1.3 ポイント上がり，基準に到達している。古くから残る
暮らしにかかわる道具，それらを使っていた頃の暮らしの様子について理解することや，人々の生活の変化
や人々の願いについて自分の言葉で表現することの正答率が良好だったことなどが要因である。しかし，複
数の情報を関連付けて，社会的事象の働きや役割などを適切に表現することや，社会的事象から学習問題を
考察し，適切な言葉で表現することについては，依然として課題が見られることから，指導の改善が求めら
れる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【地域学習（79.1％）】

◎：昔の道具やそれらを使っていた頃の暮らしの様子を理解し，人々の生活の変化や願いを
考察すること〔３⑴⑵⑶〕

　設問３⑴～⑶の正答率の平均は 90％を超え，昔の道具や
当時の人々の暮らしの様子，人々の生活の変化や願いにつ
いて理解することは，良好である。今後は，地域施設を積
極的に利用し，実物を観察したり，地域の様々な事象や人々
の働きを見学・調査したりするなど，社会的事象に直接関
わり，触れ合う学習を充実していくことが大切である。

▼：資料から読み取った情報と，自分たちの生活とを関連付けて考察したことを，適切に表
現すること〔６⑶〕

　設問６⑶は，不十分である。誤答の多くは，複数の資料
には触れているものの，題意に応じた適切な説明ができて
いないものである。文章資料と円グラフの資料がそれぞれ
意味する事実を丁寧に読み取って整理したり，複数の事象
を関連付けながら考察したりするような学習が依然不足し
ていることが考えられる。指導に当たっては，次のような
学習を継続的に行うことが必要である。

【産業と国土（68.2％）】
○：地図帳を活用して，日本の位置と領土・都道府県や地形についての情報を読み取ること

〔２⑵①〕
　設問２⑵①ＡＢＣは，地図帳を用いて日本の島の名称や
日本の領域について読み取る問題である。正答率はいずれ
も 80％を超えており，概ね良好である。
　また，設問２⑵①Ｄは，地図帳を用いて東京から見たフィ
リピン共和国の方角を八方位で表す問題である。正答率は，
基準に到達している。今後も，地図帳を活用する学習を意
図的に設定するとともに，他教科の学習においても適宜活
用できるようにしていくことが大切である。

小学校第６学年　社会

・１つ１つの資料を丁寧に読み取り，資料が表す事実を整理すること
・資料から分かる事実を基に，既習の知識や生活経験を想起しながら自分の考えを持つこと
・児童の実態に応じて資料の質・量・提示方法等を工夫し，段階的に表現力の育成を図ること

平均正答率
73.2％

（県）H26：２⑴⑵　H27：２⑴⑵

設問番号 問題の内容 正答率

３

⑴① 昔と今の道具（洗濯板） 94.5％

⑴② 昔と今の道具（全自動洗濯機） 90.1％

⑵Ａ 昔と今の道具（かまど） 86.4％

⑵Ｂ 昔と今の道具（火） 92.2％

⑶ 人々の生活の変化 91.8％

設問番号 問題の内容 正答率

２

⑵①Ａ 日本の島の名称（本州） 92.9％

⑵①Ｂ 日本の領域（択捉島） 91.8％

⑵①Ｃ 日本の領域（南鳥島） 83.6％

⑵①Ｄ 日本と周辺の国（方位） 72.2％

設問番号 問題の内容 正答率

６⑶ 消費者の願いと店の工夫
（石油資源） 10.1％

（県）H27：事例１

（県）H27：４⑶
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▼：日本の森林資源の現状や活用状況の資料を適切に関連付けて，学習問題として表現する
こと〔４⑶〕

　設問４⑶は，増加傾向を示すグラフと，減少傾向を示す
グラフから，適切に情報を読み取り，学習問題として表現
する設問である。正答率は，不十分である。要因としては，
単元や本時の導入場面において，資料から読み取った複数の情報から気付きや疑問を話し合い，学習問題
として練り上げていく経験が不足していることが考えられる。指導に当たっては，次のような学習を充実
させることが必要である。

▼：日本の農業の特徴に関する複数の資料を関連付けて考察したことを，既習の知識を活用
して適切に説明すること〔５⑷，⑹②〕

　設問５⑷，⑹②は，それぞれ不十分である。設問５⑷では，
庄内平野の耕地の内で水田がしめる割合が 87％であること
のみを記載している誤答が多かった。２つのグラフから読
み取った情報を比較し，「日本全体と比べて」庄内平野の
耕地の内で水田がしめる割合が高いという特色を表現する
ことができていなかった。また，設問５⑹②では，消費者
が求める米について，味がよいことと安全なことの両方に
触れて解答する必要があるが，どちらか一方のみを記載しただけの誤答が多かった。
　両設問に共通して見られる課題としては，資料のどちらか一方のみを記載したり，２つの資料から読み
取った情報を，比較・関連付けて考察することなくそのまま併記したりしていることが挙げられる。
　その要因としては，資料が複数提示されている場合，個々の資料からの情報の読み取りは行うが，情報
を結び付けて考える学習経験が十分ではないことが考えられる。また，複数の資料を比較・関連付けるこ
とで共通点や相違点，因果関係等を明らかにし，どんな特色が見られるのか，なぜそうなっているのかな
ど，分かったことや考えたことを文章で表現する学習経験も不足していることが考えられる。指導に当たっ
ては，次のような学習を充実させることが必要である。

□複数の情報を，既習事項や生活経験を基に比較・関連付けて，社会的事象の働きや役割などを
適切に表現する力を育成すること	 （→　事例１）
□社会的事象から適切に課題を設定し，解決への見通しを立て，得た情報を多面的・多角的に考
察する力を育成すること	 （→　事例２）

・複数の資料からの情報を比較・関連付けて，共通点や相違点，因果関係等について話し合うこと
・資料で使われている言葉を用いながら，分かったことや考えたことを文章で表現すること
・全体の場で交流を図りながら，自分の考えの根拠や内容等について再度検討すること

・資料からの情報を基に社会的事象に関する気付きや疑問を出し合い，課題設定につなげること
・調べた情報を整理して，どんな社会的事象の意味があるかを考えること

設問番号 問題の内容 正答率

４⑶ 日本の森林資源
（学習問題） 49.9％

（県）H27：事例２

（県）H26：５⑷　H27：２⑶

 

設問番号 問題の内容 正答率

５
⑷ 水田分布の特徴 8.5％

⑹② 米づくりの工夫
（消費者の願い） 40.2％
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（３）改善に向けた指導事例 
 

   

 

        

① 問題と解答の状況  

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

６(3) 地域学習 

販売の仕事の工夫について，自分

たちの生活と関連付けて考察した

ことを，適切に表現することがで

きる。 

・社会的な思考・判断・表現 

・観察・資料活用の技能 

 

 

正答例 誤答例 

石油のほとんどを輸入している日本

にとって，レジ袋を使わないことは，

石油を節約することになる点。 

・石油を使わないことになる点。 

・日本は石油をほとんど輸入している点。 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

10.1％（3.0％） 67.7％ 22.2％ 

   ② 指導改善に向けて 

      誤答としては，１つの資料から分かることにしか触れていないものや，２つの資料に

は触れているものの，「マイバッグを使うことのよい点」という題意に応じた適切な説

明ができていないものが多かった。[資料３]の「マイバッグの利用をよびかけるポスタ

ー」の文章資料と，[資料４]の「石油の輸入量と国内生産量の割合」の円グラフのそれ

ぞれが意味する事実を丁寧に読み取ることや，読み取った複数の事実を関連付けて考

察・表現することができなかったことが要因であると考えられる。 

      以上のことから，日頃の学習指導においては，１つの資料を丁寧に分析することから

始め，段階的に提示資料を増やしていくことで，複数の資料から明らかになった事実を

整理し，既習や生活経験を想起させながら自分の考えを構築する活動を継続して行って

いく必要がある。また，話合い活動等において，複数の情報の関連付けを促すための問

い返しの発問を意図的・計画的に行うことで，他者の意見も参考にしながら自分の考え

を見直させ，複数の事実を根拠に筋道を立てて文章で表現できるようにすることが重要

である。 

ア 事例１ 

複数の情報を，既習事項や生活経験を基に比較・関連付けて，社会的事象の働きや役

割などを適切に表現する力を育成すること 

学びの１２か条＋ ３ 
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③ 改善事例  第４学年「住みよいくらしをつくる」 

１ 指導の狙い 

  複数の情報を，既習事項や生活経験を基に比較・関連付けて，社会的事象の働きや役割などを適 
 切に表現できるようにする。 

２ 具体例（11/13時間） 

（１）資料から情報を読み取り，比較・関連付けながら学習問題（課題）をつくる。 

                               
 
 
 
 
 
 
 

 

【課題】〈どうして，Ａ市の人口は増えてきているのに， 

ごみの量はへってきているのだろう？〉 

（２）課題について予想を立て，資料を活用して調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習問題について，複数の事実を根拠に自分の考えをまとめる。 

 

 

 

２つの資料から分かることは何だろう？ 【資料１】Ａ市の人口のうつりかわり 

【資料２】Ａ市の家庭から出るごみの量のうつりかわり 

ポイント１：それぞれの資料を丁寧に読み取り，事実を整理する。 

ポイント２：資料から分かる事実を基に，既習の知識や生活経験を想起させ，自分の考えを持つ。

つ。    

40

42

44

46

48

1995年 2005年 2013年

【まとめ】ごみの量がへっているのは，市や国，お店などがごみのげん量化の取組を協力して進めてい
るから。また，ごみぶくろやレジぶくろを有料化して，ごみをへらす意識も高めている。 

ポイント３：複数の情報の比較・関連付けを促す問い返しの発問を行う。 

トレイなどの回収は，
お店がごみのげん量
化に協力するために
行っていたんだね。 
 

（万人） 

（万トン） 

人口は少しずつ増
えているよ。 

人口が増えてきているのに，ごみの量はへって
きているよ。どうしてかな？ 

ごみの量はだんだ
んへっているね。 

1995 年より 2005 年の方
が，資源ごみの量が増えて
いるよ。 

市や町が，ごみをへらす取組を考えたのかな。
調べてみたいな。 

きまりを守って，ごみの分別をしっかりする人
が増えてきたのかな。 

〔市の取組〕 
・ごみ処理を進めるための
計画やきまりをつくる 

・ごみぶくろ有料化の計画
をつくる 

・市民やお店によびかける 
・エコマーケットの開さい 

〔国の取組〕 
・ごみのげん量と再利用のた

めの法律をつくる 
・家電リサイクル法 
（リサイクル料金をとる） 

〔お店の取組〕 
・マイバッグ（レジぶくろ有料化） 
・トレイ，牛乳パック回収ボックス 

〔学校の取組〕 
・紙の再利用 
・学校版かんきょうＩＳＯ 

ごみぶくろを有料化することで，ごみをへらす取組を進めてい
ることがわかりました。 

市や国がつくったきまりや計画にしたがって，協力してごみをへ
らす取組をしているんだ。 

共通していることは何だろう？ どんな良さや役割があるのかな？ 

次の時間は，ごみをへらすために，自分たちにもできることを考えてみたいな。 

共通しているのは，無料だったものが有料になっていることです。 

有料化することで
ごみげん量への意
識を高める役割を
果たしています。 

ごみの中では，もやすごみが一
番多いよ。 

〔地いきの取組〕 
・はい品回しゅう 
・ごみ置き場をつくり，かん理する 

ポイント４：他者の意見も参考にしながら，自分の考えを見直し，文章で表現する。 

48
46
44
42
40

0
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（万人）

（年）

15
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5

0
1995 2005 2013

（万トン）

（年）

しげんごみ

もやすごみ

もやさない
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① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

４(3) 産業と国土 

我が国の森林資源の現状や活用状況

を理解し，環境保全の必要性につい

て考察することができる。 

・社会的な思考・判断・表現 

・観察･資料活用の技能 

 
 

正答例 誤答例 

（なぜ） 

日本の森林資源の量が増えているのに，

木材の国内生産量はへっているの    

（だろう。） 

（なぜ） 

・日本の森林資源の量が増えて，木材の国内生産

量がへったの 

・木材の国内生産がへったの 

（だろう。） 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

49.9％（12.1％） 43.1％ 7.0％ 

 

② 指導改善に向けて 

誤答としては，「日本の森林資源の量が増えて，木材の国内生産量がへった」など，２つ

の資料から読み取った情報をそのまま併記したものが多く，「増えているのに」のような両

者の関係を表す言葉を用い，学習問題の文章として適切に表記することができていなかった。

要因としては，単元や本時の導入場面において，資料から読み取った複数の情報について比

較・関連付けをしながら気付いた点や疑問点を出し合い，学習問題として文章を練り上げて

いくことや，問題解決への見通しを予想する経験が不足していること等が考えられる。 

以上のことから，日頃の学習において，資料から読み取った情報を基に社会的事象に関す

る気付きや疑問について発表し，話合いを通して学習問題を設定していくことや，調べた情

報を整理して，どのような社会的事象の意味があるのかを多面的・多角的に考察する学習を

展開していく必要がある。また，話し合ったことを基に自分の言葉でまとめたり，学習した

ことを振り返って，次時からの学習につなげたりする指導の工夫が必要である。 

イ 事例２ 

社会的事象から適切に課題を設定し，解決への見通しを立て，得た情報を多面的・多角的

に考察する力を育成すること 

学びの１２か条＋ １，２ 
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③ 改善事例  第５学年「自動車をつくる工業」  

１ 指導の狙い 

  社会的事象から適切に学習問題（課題）を設定し，解決への見通しを立て，得た情報を多面的・多

角的に考察できるようにする。 
２ 具体例（9/11時間） 

（１） 自動車の保有台数とハイブリッドカーの保有台数の変化のグラフを関連付け，課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】〈どうして，自動車の保有台数はあまり増えていないのに， 

ハイブリッドカーの保有台数は増えているのだろう。〉 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科書や資料集を活用して調査活動を行い，得た情報を多面的・多角的に考察する。 

 
 
 
 
 
 
（３）学習のまとめをする。 

 
 
 
 

ポイント１：資料の情報を基に，気付いた点や疑問点を話合う活動を通して，課題をつくる。 

ガソリンの使用量の少ない自動車 
・ハイブリッドカー，ＰＨＶ 
・軽自動車   
 
 

自動車の数はあまり
増えていないことが
わかります。 

ポイント３：話し合ったことを基に自分の言葉でまとめ，学習を振り返る。 

でも，ハイブリッドカー
の数はどんどん増えて
いるね。 

電気を使うことで，ガソリンをあ
まり使わないのではないかな。 

ポイント２：調べた情報を整理して，どんな社会的な働きや役割があるのかを考える。 

それぞれのグラフか
ら，どんなことが分か
りますか？ 

ガソリンを使わない自動車 
・電気自動車 
・燃料電池自動車 
・ソーラーカー（太陽光） 

ハイブリッドカーや電気自動車を使うと，石
油を使う量をへらして地球の資源を守った
り，二酸化炭素を出す量をへらして，地球温
暖化をふせいだりすることにもつながるんだね。 

私もこれからの社会のことを考えて，
大人になったら，環境にやさしい自動
車に乗りたいと思います。 

軽自動車の数もどんどん
増えています。 

電気自動車なども台数は
少ないけれど，増えてきて
いるね。 

【まとめ】これまでのガソリンだけで走る自動車から，ガソリンを使う量を少なくし，二酸化炭素
を出す量をおさえた，地球環境にやさしい自動車に乗りかえる人が増えてきている。 

ハイブリッドカーって，どんな自動車なのかな？ 僕の家にもあるよ。電気
とガソリンを使って効率
よく走る自動車だって家
の人が言っていたよ。 

ハイブリッドカーは，普通の自動車とどんな違いがあるのだろう？ 

人や環境にやさしいんじゃないかな。 

ガソリンをあまり使わない軽自動車や電気自動車の保有台数のグラフも見てみよう。 

ガソリンをあまり使わな
い，環境にやさしい自動車
の数が増えているようだ。 

これからの自動車づくりには，地球の環境を守ることの他に，どんな工夫が必要なんだろう？ 

自動車会社では，環境にやさ
しい自動車を次々に開発し
ているんだね。 

ガソリンを使わない自動車は増えているのかな？ 

0
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【資料２】ハイブリッドカー

の保有台数
（万台） 
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度は，今求められる力の定着状況を評価できるよう問題の設定，形式等の工夫・改善を図った。平
均正答率は 58.4％で，不十分である。観察・実験の結果などの根拠に基づき，自分や他者の考えを多面的，
総合的に検討し改善することに課題が見られることなどが要因である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【物質・エネルギー（エネルギー）（55.1％）】

▼：車の進行方向を考えて，直列つなぎを実体配線図で表すこと〔７⑴図〕
　車が速く走るための乾電池のつなぎ方が直列つなぎであ
ることは理解していても，直列つなぎを実体配線図で表す
ことについては課題が見られる。特に乾電池の並び方に影
響されていると考えられる誤答が多く，乾電池の直列つな
ぎの理解が不十分であると考えられる。今後は，以下の指
導の充実が必要である。

▼：釘が磁石になったことを確認する実験方法を考え，図や言葉で説明すること〔８⑵〕
　方位磁針を使うという条件が満たされていない解答や磁
石の同極同士は退け合うという性質を根拠として挙げてい
ない解答が多く見られた。反対側からもう一方の極を近づ
ける方法では，釘が鉄のままであっても同様の結果が得ら
れてしまう。同極同士が退けあうという鉄にはない性質を
確かめてこそ，磁石になったことを確かめることが出来る
という理解が不十分であると考えられる。今後は，以下の活動の充実が必要である。

【物質・エネルギー（粒子）（61.2％）】
◇：水溶液では溶質が均一に分散していることを理解すること〔６⑴②〕

　25 年度調査同様，基準に到達している。物質が水に溶け
ると液全体に広がる様子を，図や絵などを用いて表現させ
る指導が定着し，より確かな理解につながっていると考え
られる。今後も，以下の活動を行っていくことが大切である。

▽：メスシリンダーの正しい使い方を身に付けること〔５⑵〕
　27 年度の全国学力・学習状況調査での同様の問題にお
ける正答率は，54.3％であり，今回改善の傾向が見られた。
メスシリンダーの使い方に対する指導の意識が高まってき
ていると考えられる。一方，顕微鏡の使い方や電子てんび
んの使い方に関しては，知識・技能の定着に至っていない。問題解決に伴って使用する，器具の使い方の精
度を高めるために，以下のような丁寧な指導が求められる。

小学校第６学年　理科

・必要な条件に沿って仮説を立て，「このような実験をして，このような結果が得られれば，このような
ことがわかる」という見通しをもって実験を計画する活動

・乾電池２個を使った様々な実体配線図をかかせ，一本道であるかないかなどの視点で分類するなど，
乾電池の見た目の並び方にとらわれずに，乾電池同士のつなぎ方を理解させる指導

・器具の数量を確保するとともに，児童の役割を交代させるなど，全員が確実に操作できるような指導
・なぜこの操作が必要なのかを考えさせる指導

・粒は沈むという既成概念を，溶けている溶質の小さな粒は全体に均一に散らばり，時間がたっても沈
まないという概念に変換するように図や絵で表現する活動

平均正答率
58.4％

設問番号 問題の内容 正答率

７
⑴

つなぎ方 乾電池の直列つなぎ，並列つなぎ 68.3％

⑴図 乾電池のつなぎ方 57.5％

設問番号 問題の内容 正答率

８⑵ 鉄が磁石になったことを
確かめる実験方法 48.3％

設問番号 問題の内容 正答率

６⑴② 食塩が水に溶けている粒子モデル 78.5％

（県）H25：事例１

（全）H24：３⑶　（県）H25：４⑴

（県）H25：７⑴⑵

（全）H24：１⑶　（県）H25：６⑵

設問番号 問題の内容 正答率

５⑵ メスシリンダーの使い方 63.0％

（全）H27：３⑸
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【生命・地球（生命）（66.0％）】
○：へそのおや胎盤の名称について理解すること〔４⑴〕

　設問４⑴①②は概ね良好であり，人の発生に関しての母
体内の名称については理解が進んでいると考えられる。今
後も，以下の活動を大切にすることが求められる。

◇：卵の中には，卵の中で成長するための養分があることを理解すること〔４⑵〕
　誤答には，「メダカの卵の中には，生まれた後に親にな
るまで成長していくための養分がある」を選択したものが
多く見られた。今後は，孵ったばかりのメダカと成長した
メダカの体の様子の違いや，えさを食べ始める時期につい
て，以下のような指導の充実が求められる。

【生命・地球（地球）（51.3％）】
▼：太陽と月の動きについて理解すること〔２⑴⑵⑶〕

　設問２⑴は，25 年度類似の問題と比べ 2.4 ポイント下回っ
ている。影の反対側に太陽があることや南を向いた時の左
右の方位が十分に理解されていないと考えられる。設問２
⑵の特定の時刻の月の位置を推定する問題の正答率は，25
年度類似の問題と比較して，7.4 ポイント上回っているが，
不十分である。要因として，南の空を見て東の方位を捉え
ていないことや太陽と月の動きの共通性を捉えていないこ
とが考えられる。問２⑶の太陽や月の動きの規則性の正答率は，26 年度類似の問題と比較して，2.1 ポイン
ト下回っており十分とはいえない。これらのことから，今後は，以下のような活動を充実させることが必
要である。

▼：くもりのときは気温の変化が小さいことを理解すること〔３⑵〕
　設問３⑵は，不十分である。要因として，晴れの日は気
温の変化が大きく，くもりの日は変化が小さいことを十
分に理解していないためと考えられる。連続した記録から
変化の傾向を読み取らせる指導が不足していると考えられ
る。今後は，以下のような活動を設定することが必要である。

□予想や考察を説明する際に，自分や他者の考えの妥当性を検討する学習活動を充実すること
	 	 （→　事例１）
□科学的な概念やデータを基に考察し，判断の根拠について明確にしながら理由を説明する学習
活動を充実すること	 （→　事例２）

・卵から孵ったばかりのメダカと成長したメダカの違いを，えさを食べない理由と関係付けて考えさせること
・卵から孵った後おなかのふくらみが小さくなることと，植物の子葉の様子を比較し，共通点を見出させること

・気温をグラフ用紙に記録し，気温の変化の特徴を根拠にその時間帯がどんな天気かを説明させる活動

・朝と昼に影踏み遊びを行うなど，影の動きや様子の違いを太陽の動きと関係付けて考える活動
・実際の空を観察することを通し，南を向いた時の左右の方位を確認する活動
・（４年生の月や星の学習時）太陽の動きと月や星の動きの共通点について方位を用いて捉える活動

・「胎児の大きさ」「姿勢」などの視点を明確にして，成長の様子を事前に考える活動

設問番号 問題の内容 正答率

４
⑴① へそのおの名称 91.0％

⑴② 胎盤の名称 87.8％

設問番号 問題の内容 正答率

２

⑴ 太陽の影の位置関係 50.2％

⑵ 月の動き方 57.5％

⑶ 太陽と月の動き方 62.5％

設問番号 問題の内容 正答率

４⑵ メダカの卵の中の養分 77.5％

設問番号 問題の内容 正答率

３⑵ 気温と天気の関係 27.2％

（県）H25：事例２

（全）H24：p19-20

（全）H27：２⑵

（県）H25：８⑴⑶⑷　H26：８⑴⑵⑶

（全）H24：４⑸
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（３）改善に向けた指導事例 

ア 事例１ 

  予想や考察を説明する際に，自分や他者の考えの妥当性を検討する学習活動を充実

すること 

① 問題と解答の状況  

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

７(1)図 
物質・エネルギー 

（エネルギー） 

車の進行方向を考えて，直列つなぎを実

体配線図で表すことができる。 
観察・実験の技能 

 

７ 太郎さんは，右の図のようにかん電池１つをモーターにつないで電気自動車をつくりまし

た。次の問いに答えましょう。 

(1) 太郎さんは，かん電池を２つにして，

より速く走る車をつくりたいと考えまし

た。太郎さんはかん電池２つを何つなぎ

にすればよいか，書きましょう。また，

解答用紙の図に，車の進行方向を考え，

かん電池２つとモーターを線でつなぎま

しょう。 

 
正答例 誤答例 

  

正答率 誤答率 無解答率 

57.5％ 38.2％ 4.3％ 

② 指導改善に向けて 

この設問は，横並びになった縦向きの乾電池２個を直列つなぎに実体配線図で表す問題であ

る。速く走らせるためのつなぎ方が「直列つなぎ」であることの正答率が 68.3％である一方，

実体配線図をかくことについては 57.5％と 10 ポイント以上低く，その多くは誤答例①のよう

に並列つなぎをしているものである。要因として，２個の乾電池を直列つなぎにすると，車を

速く走らせることができるという知識が，実際の配線に生かされていないことが，挙げられる。

また，乾電池の並び方が，思考や判断に影響を与えていることが考えられ，直列つなぎとは，

乾電池 2個とモーターが「分かれ道のない１つの大きな輪（回路）になっていること」につい

て，十分な定着が図られていないことが懸念される。 

指導に当たっては，個人で考えた回路の妥当性を，班や全体で十分話し合って吟味する活動

の上で実験を行うなど，主体的な活動を通して直列つなぎや並列つなぎとはどういうものかの

理解を定着させていくことが大切である。 

① ② 

学びの 12か条＋ １ 
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③ 改善事例  第４学年「電気のはたらき」 

１ 指導の狙い 

モーターをより速く回すために，乾電池２個のつなぎ方を考え回路図に表し,自分と他者の考えを比較

し分類する活動を通して，直列つなぎと並列つなぎの理解を図るとともに，つなぎ方によって電気のは

たらきの大きさが変わることを理解できるようにする。 

２ 具体例 

 

課題 〈 乾電池２個をどのようにつなぐと，モーターを速く回すことができるかな 〉 

実験 乾電池２個のつなぎ方を考え，乾電池１個のとき 
とモーターの回る速さを比較する。 

① 多様な回路の予想を生むために，乾電池の置き方が異な 
るワークシートを幾つか用意しておく。 

② 予想した回路をグループで出し合い，比較・分類する活
動を通して, 似ている回路や明らかに間違っている回路
を整理し，実験計画を立てさせる。 

③ グループで実験結果を表にまとめ，共通点や差異点を話
し合ったり，回らなかった原因を考察させたりする。 

＊ 乾電池と導線だけをつながないこと，乾電池が熱くなった時はすぐに電池を外すことを指導しておく。 
＊ プロペラの一片に付箋紙等を貼り，ペン等に当てる。当たる音のテンポの違いから，モーターの速さの

違いを明確に捉えられるようにする。 

【速くなった】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【変わらない】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【回らない】 

 
 

 
まとめ 乾電池２個の＋極と－極を１本道でつなぐ直列つなぎだと，モーターは速く回る。

 乾電池２個の＋極どうし－極どうしをつなぐ並列つなぎだと，モーターの速さは変わらない。 

どれも乾電池の＋極と

別の乾電池の－極がつ

ながって，１本道にな

っているよ。 

どれも＋極どうしと

－極どうしがつなが

って，分かれ道にな

っているよ。 

一本道でも＋極と－極

のつなぎ方が違うと，回

らないよ。 

直列つなぎ 並列つなぎ 

似ている回路でも， 
どうつないでいるか

が大切なのね。 

乾電池を２個にしたら

速くなりそうだな。 

 

   
 

 

回らなかったものは，他の
ものとどこが違うかな。 結果が同じ回路には，どんな共通点がありますか。 

モーターをもっと速く回してみた

いな。どうすればいいかな？ 

ワークシートの例 

回路になってない

と回らないよ。 

 

 



― 30 ―

イ 事例２ 

  科学的な概念やデータを基に考察し，判断の根拠について明確にしながら理由を説明する学

習活動を充実すること 

① 問題と解答の状況  

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

３(2) 
生命・地球 

（地球） 

くもりのときは気温の変化が小さいこと

を理解している。 

自然事象について

の知識・理解 

 

３ ひろしさんは，天気と気温の変化について興味をもちました。次の問いに答え

ましょう。

(2) 右のグラフは，６月のある日の午前

８時から午後４時までの気温の変化を

表しています。この日の天気は，午前

と午後のどちらかが晴れでどちらかが

くもりです。次のひろしさんの考えの

①，②にあてはまる言葉をそれぞれ書

きましょう。

 

正答例 誤答例 

②気温の変化が小さいから ②午後よりも気温が低いから 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

27.2％（3.1％） 71.9％ 1.0％ 

② 指導改善に向けて 

この設問は，1 日の気温の変化が，天気の変化と関係があることの理解を問う問題で，正答率

は 27.2％と最も低い。誤答には，「午後よりも気温が低いから」や「気温が低いから」などが

多く，晴れの日は気温の変化が大きく、くもりの日は変化が小さいことを十分に理解していない

と考えられる。要因として，1 日の気温データの分析を適切に行うことや，根拠を基に理由を考

え表現させる指導が不足していることが考えられる。また，「晴れだと暑い。くもりだと寒い。」

のように感覚的に天気を判断していることも，誤答が多い理由の一つと考えられる。 

指導に当たっては，まず，晴れの日とくもりや雨の日の気温の変化を記録し，折れ線グラフか

らそれらの特徴を比較させ，天気と気温の変化とを関係付けて考察し表現させることが必要であ

る。次に，数日間の気温データのグラフを提示し，変化の小さい時間帯や変化の大きい時間帯が

あることに気付かせ，気温の変化の特徴を根拠にして，その時間帯がどのような天気かを説明さ

せる学習も必要である。 

この日の午前の天気は（ ① ）だと思います。 

理由は，午前は，（      ②       ）。 

学びの 12 か条＋ ３ 
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③ 改善事例  第４学年「天気と気温」 

１ 指導の狙い 

  提示された気温データの日がどのような天気か，天気による１日の気温の変化の特徴を根拠に 
判断し，説明することができるようにする。 

２ 具体例 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

  
課 題 〈 気温の記録のどんな特徴をみればその日の天気が分かるかな 〉 

 ○例題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○教師から提示された複数枚のグラフが｢晴れ｣，｢くもりや雨｣，｢晴れのちくもり｣，｢くもりの 
ち晴れ｣のどの日のものか，個々で考えた後に班で話し合い，それを全体で意見交流する。 

 

 
 
 
  
 
 
     
 
 
 
 

 

 

＊グループでの話合いの際に，前時にまとめた特徴を根拠に適切に判断しているかを評価

し，不十分なグループに対して助言を行う。 
＊全体での意見交流の最後に答えを発表し，児童に達成感を味わわせる。  

まとめ グラフから気温の変わり方を読み取ると，その日の天気が分かる。              

※気温グラフは気象庁ホームページ(http://www.jma.go.jp)より出典 

晴れの日 くもりや雨の日 
・朝夕の気温が低く，昼過ぎが高い 
・１日の中で気温の変わり方が大きい 
・最高気温と最低気温の差が大きい 
・折れ線グラフが急な山の形になる 

・１日の中で気温があまり変わらない 
・最高気温と最低気温の差が小さい 
・折れ線グラフの山の形が目立たない 

気温の高さじゃなく，大きく変化しているか

ら午前中は「晴れ」だといえるよ。 

午前中の方が午後より気温が高くなっている

から「晴れのちくもり」じゃないかな。 

1 日の気温の変化で考えると, 
午前中は，気温の変化が大きいから「晴れ」， 
午後からは気温の変化が小さいから「くもりか雨」となるね。 

わたしは｢晴れ｣だと思います。わけは，昼の気温

が高くて，グラフが山の形だからです。 

ぼくも｢晴れ｣だと思います。わけは，朝の最低気温

と昼の最高気温の差が大きいからです。 

この日は，午後からの気温の変化が小さい

ので午後は｢くもりか雨｣だよね。 

前回は 1 日の気温の変わり方が天気によってちがうことをみんなでまとめまし
たね。晴れの日とくもりや雨の日では，どんなちがいがありましたか？ 

晴れの日の特徴を捉えていますね。この日の天気は｢晴れ｣です。では，次のグ
ラフの日がそれぞれどんな天気だったか，今度は班で話し合いましょう。 

今日は，気温の記録から，その日がどんな天気だったか推理してみましょう。 
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中学校 第３学年
「社会」「理科」「英語」
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度の平均正答率は 64.3％で，27 年度に比べ 4.9 ポイント上がっている。基礎・基本となる世界の地
理的事象及び歴史上の人物名を理解することについては，概ね良好であった。しかし，文献資料から情報を
読み取り，歴史的事象と関連付けて考察することや，複数の資料から読み取った情報を関連付けて，考察し
たことを適切に表現することについては，依然として課題が見られた。指導の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【地理的分野（66.0％）】

◇：世界や日本の特色ある地形について位置や名称を理解すること〔１⑴⑵，４⑴⑵〕
　設問１⑴⑵及び４⑴⑵は，世界や日本の特色ある地形を
問う問題である。それぞれを平均すると，基準に到達して
いる。引き続き，世界や日本の諸地域に関する地理的認識
を養うため，意図的・計画的に地図帳や地球儀・白地図を
活用する学習を充実させることが大切である。

◇：雨温図を基に世界の気候区分の特色について判断することや，時差の計算をすること
〔１⑷⑸〕

　設問１⑷は，雨温図を基に，世界の気候帯の特色につい
て判断するものであり，26 年度の類似問題と比べて 8.9 ポ
イント上回っている。また，１⑸は時差の計算の問題であ
り，27 年度の類似問題と比べ 20.3 ポイント上回っており，
それぞれ基準に到達している。今後は，雨温図を丁寧に読
み取り，読み取ったことを基に気候を自分の言葉でまとめさせる指導や，時差の計算において，ICT や地
球儀を活用するなど，視覚的に捉えさせる工夫が大切である。

▼：複数の資料から必要な情報を的確に読み取り，それらを関連付けて考察したことを，適
切に表現すること〔１⑹②〕

　設問１⑹②は，キーワードに着目しながら，複数の資料
から読み取った情報を関連付け，理由を記述する問題であ
るが，不十分である。キーワードを基に資料を考察するこ
と，また，考察したことを表現することには依然として課
題がある。今後は，次のような指導を充実させることが必要である。

【歴史的分野（62.7％）】
○：基礎・基本となる人物について理解すること〔２⑴⑶，５⑴〕

　設問２⑴⑶，５⑴は，小学校学習指導要領の第６学年の
目標と内容に指導することが記載されている歴史上の人物
について問う問題である。過去の類似問題と比べて，正答
率は上昇傾向にあり，平均すると，概ね良好である。

中学校第３学年　社会

・資料から読み取った複数の情報を，比較したり関連付けたりして考察させること
・考察したことを全体で話し合う場面を設定する。その際，キーワードなどに着目して話し合わせること
・話し合ったことは，学習課題に対するまとめとして個々に表現させること

平均正答率
64.3％

設問番号 問題の内容 正答率

１

⑴Ａ 六大陸（ユーラシア大陸） 95.1％

⑴Ｂ 南アメリカの地形（アマゾン川） 71.1％

⑵ 北アメリカの地形（ロッキー山脈） 71.5％

４
⑴ 日本周辺の海流（日本海流） 69.1％

⑵ 日本の地形の特色（リアス海岸） 92.0％

設問番号 問題の内容 正答率

１
⑷ 世界の気候の特色（雨温図） 79.4％

⑸ 時差の計算 73.8％

設問番号 問題の内容 正答率

２
⑴ 歴史上の人物（聖徳太子） 74.8％

⑶ 歴史上の人物（中臣鎌足） 96.4％

５ ⑴ 歴史上の人物（ペリー） 96.3％

設問番号 問題の内容 正答率

１⑹② EU の経済（GDP） 28.8％

（県）H26：１⑻　H27：１⑺

（県）H26：１⑷⑸　H27：１⑷，４⑷
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▼：広い視野に立って，文化の特色や大きな戦乱について理解すること〔２⑷，３⑴②，３⑶〕
　設問２⑷，設問３⑴②は，その時代の文化の特色を問う
問題であるが，それぞれ不十分である。文化の特色を広い
視野に立って捉えることには依然として課題が見られる。
また，設問３⑶は大きな戦乱の背景を問う問題であるが，
23年度の類似問題の37.3％より17.5％上回っているものの，
不十分である。大きな戦乱については，歴史の流れの中で
その背景を捉えることにも課題が見られる。指導に当たっ
ては，次のような学習を充実させることが必要である。

▼：文献資料から必要な情報を読み取り，歴史的事象と関連付けて考察すること
〔２⑸，３⑷，５⑸〕

　設問２⑸②の正答率は，26 年度の類似問題より 24.7 ポ
イント上回っているものの，不十分である。「税（租）を
納めさせた」等の誤答が多く見られたのは，古代の土地制
度についての理解が不足していることや，前後の文脈から
土地制度の変遷について記述することが判断できず「聖武
天皇は，…税をとることにした」という前文の流れが影響
したことが要因の一つと考えられる。設問３⑷，５⑸も正
答率はそれぞれ低く，不十分である。５⑸では，徴兵令と
地租改正の政策には触れているが，政府が目指そうとした
国家について触れていない誤答や，徴兵令と地租改正の政
策に触れていないが政府が目指そうとした国家についてのみに触れている誤答が見られた。これらのこと
から，文献資料の情報と歴史的事象を関連付けて考察し，歴史的事象の目的や背景，その影響を説明する
ことには依然として課題がある。今後は，次のような指導を充実させることが必要である。

□資料から読み取った情報を比較・関連付けて，地理的事象の働きや役割などを考察する力を育
成すること	 （→　事例１）
□文献資料等の情報を歴史的事象と関連付けて考察し，歴史的事象の背景や影響などを説明する
力を育成すること	 （→　事例２）

・文献資料や歴史的事象の提示のタイミングを工夫すること
・文献資料の学習では，情報を読み取る段階とそれを基に解釈する段階に分けて考察する指導を工夫す

ること
・資料から読み取った複数の情報を比較したり，関連付けたりして考察させ，歴史的事象の背景や影響

等を一人一人に説明させること
・資料から読み取った情報や考察したことを全体で共有する場面を設定して，他の意見を参考にしなが

ら，課題に対する自分の考えを記述させること

・複数の資料（作品・写真等）を通して，どのような特徴をもつ文化であるかを整理すること
・既習の文化と比較して相違点を見付け，考察したことを自分の言葉で説明すること
・単元末に，戦乱前後の社会の様子を比較したり，既習の知識を活用したりして，戦乱の背景や歴史の

流れの中で持つ意味を，単元のつながりを踏まえて捉えること

（県）H26・27：事例２

（県）H25：事例２

（県）H26：２⑹　H27：３⑸，５⑸

（県）H26：２，３　H27：２

 

設問番号 問題の内容 正答率

２
⑸① 墾田永年私財法

（法令の目的） 25.4％

⑸② 墾田永年私財法
（法令の影響） 37.9％

３ ⑷ 封建制度（奉公） 33.9％

５ ⑸ 明治政府の改革
（徴兵令と地租改正） 17.6％

設問番号 問題の内容 正答率

２ ⑷ 歴史上の事象（天平文化） 54.0％

３
⑴② 歴史上の事象（国風文化） 58.0％

⑶ 歴史上の事象（応仁の乱） 54.8％
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（３）改善に向けた指導事例 

 

 

 

         

① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

１(6)② 地理的分野 

ヨーロッパの国々が統合を進める経済面

から見た理由について，資料から考察した

ことを，適切に表現することができる。 

・社会的な思考・判断・表現 

・資料活用の技能 

 

 

正答例 誤答例 

・アメリカなどの大国に対抗することができるため 

・アメリカのＧＤＰを越えることができるため 

 

・統合すればＧＤＰが多い  

・アメリカより上 

・経済格差が大きいから 

・安定する 

・豊かになる 

・ＥＵとアメリカのＧＤＰはあまり変わらない  

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

28.8％（10.5％） 52.2％ 19.0％ 

  

② 指導改善に向けて 

   この設問は，資料から読み取った複数の情報を関連付けて，地理的事象の働きや役割などを考察する力を問

う問題である。正答率は28.8％であり，不十分である。問題文の中に「経済面では」というキーワードがある

にも関わらず，「統合すればＧＤＰが多い」「アメリカより上」等の既習の知識を活用していない誤答が多く

見られた。これは，ＥＵ間の国家統合を進める理由についての理解が不足していることや，資料から情報を正

しく読み取ったり，読み取った情報を基にして自分の解釈を加えて説明したりする指導が不十分であることが

要因と考えられる。 

   指導に当たっては，日常の授業において，生徒が主体的に問題意識をもって，資料を正しく丁寧に読み取る

学習を位置付けていくことが大切である。資料の活用の場面においては，まず，個人で情報を読み取る段階と

それを基に解釈する段階に分けて，自分の考えを表現させることが必要である。その際はＩＣＴ等を用いた効

果的な資料提示を心掛けることにも留意したい。そして，資料から読み取った情報や解釈したことを比較・関

連付けて考察させたり，追加資料を提示することによって自分の考えを再構成させたりするような学習に継続

的に取り組んでいく必要がある。また，ペア学習や全体で交流する場を設定することで，自分の考えをより正

しいものへと磨いていくことが重要である。 

ア 事例１ 

資料から読み取った情報を比較・関連付けて，地理的事象の働きや役割などを考察する力を育成 

すること  

学びの１２か条＋ １ 
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③ 改善事例  第２学年「日本の農林水産業」  

１ 指導の狙い 
   資料から読み取った情報を比較・関連付けて，地理的事象の働きや役割を考察する力を育成 

する。 
２ 具体例 課題 ＜日本の漁業は，世界的に見るとどのような特徴があるのだろうか？＞ 

 
 

 
 
 【資料１】世界の漁業大国の漁獲量の変化  【資料２】日本周辺の海流     【資料３】日本の漁業種における漁獲量の変化 

 
 
                              
                 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【資料４】日本の養殖漁業も含んだ漁獲量の変化   

   

  

 

 

 

  

 
 
【まとめ】 

 
 
                             

（資料は FAO，農林水産省資料より作成） 

次の３つの日本の漁業に関する資料を，それぞれ丁寧に読み取ってみよう。 

日本の漁獲量は世界の
上位だね。でもだんだん
減少しているよ。

ここで，【資料４】も加えて考えてみよう。 

漁獲量が減るにつれて,養殖漁業が増えています。 

栽培漁業も学習しました。とる漁業も大事だけど，
育てる漁業にも力を入れているんだと思います。 

沖合漁業の漁獲量が多いわ。４つの海流があるよ。 

遠洋漁業は減っているわ。 暖流と寒流だね。

暖流と寒流が交わる潮目が好漁場だと学習しました。 

遠洋漁業が減少しているのは，他国の経済水域が影響しているのではないかな。 

 

① 複数の資料から，情報を正確に読み取る学習 

学んだこともたくさん出てきたね。次はそれぞれの資料を関連させて考えていきましょう。 

               

海流は，暖流の日本海流・対馬海流と，寒流の千島海流・リマン海流です。 

 

② 資料から読み取った情報を，既習の知識を生かし，解釈する学習 

③ 資料から読み取った情報を比較・関連付け，地理的事象の働き,役割について考察する学習 

【資料２】からわかるように，海流や地
形によって良い漁場ができています。
【資料３】で沖合漁業が日本の漁獲量の
中心になっているのはそのためです。 

【資料１・３】から考えると，遠洋漁業の漁獲
量を引いても，日本の漁獲量が世界で上位であ
ることがわかります。日本周辺には，世界でも
有数の豊かな漁場があることがわかります。 

世界の漁業大国は，海に面していて，長い海岸線を持っている国が多いと思います。 

④ 地域的特色を,追加資料や既習の知識と結び付けて考察する学習   

資料から読み取った情報と今までの学習をしっか
り結び付けて考えることができましたね。 
みんなの意見を参考にして，自分の言葉でまとめ
てみよう。 

日本周辺の海は潮目や地形によって好漁場となっており漁獲量が多い。しかし，日本の漁獲量は
減ってきているため，養殖漁業などの育てる漁業にも力を入れている。 
 

 

潮目では暖流と寒流の魚がとれます。 
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① 問題と解答の状況  

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

３(4) 歴史的分野 

将軍と御家人の関係につい

て，資料や既習の知識を基に

考察し，判断することができ

る。 

・社会的な思考・判断・表現 

・資料活用の技能 

 

 

正答例 誤答例 

Ｘ 佐野常世 

Ｙ 

・命令が下った時に，い  

ち早く鎌倉にかけつけた。 

・いち早く鎌倉にかけつけ

た。 

Ｘ 北条時頼 

Ｙ 

・佐野常世の土地を取り戻してやった。 

・将軍を守った。 

・命がけで戦った。 

・北条時頼（僧）に質素だが精一杯のもてなしをした。 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

33.9％（5.3％） 56.4％ 9.7％ 

② 指導改善に向けて 

この設問は，封建制度における将軍と御家人の関係を問うものである。26 年度出題の図を参 
考にして奉公に当たる内容を選択する設問や，27 年度出題の奉公の語句を記述し図を完成させ 
る設問と比べると正答率は大幅に下がっている。誤答では「佐野常世の土地を取り戻してやっ 
た」などの，御恩や奉公の意味を正しく理解していないものが多く見られた。また，「将軍を守 
った」「命がけで戦った」といった資料に書かれている内容を正確に読み取っていないものも見 
られた。歴史的事象に関する文献資料を正確に読み取り，図などの資料も参考にしながら，既  
習の知識を基に考察し，判断する学習が不十分であることが要因と考えられる。 

指導に当たっては，生徒が主体的に取り組むことのできる学習課題を設定し，その解決を図 
るための資料（文献資料・図・地図・写真等）を適切に提示することと，資料から読み取った 
情報と歴史的事象を関連付けて考察させ，その考えを正確に理解させるようにすることが必要 
である。その際，資料から読み取ったこととその情報に関する自分の解釈を分けて話し合わせ 
ること，歴史的事象の意味を資料から理解させる段階とその背景や影響などを課題に照らして 
考察させる段階に分けて設定することが必要である。また，補助発問や追加資料の工夫をする 
とともに，場面に応じてペアやグループで他者に説明させたり話し合わせたりした後，学習課 
題に対する考えを記述し全体で交流させることも重要である。 

イ 事例２ 

文献資料等の情報を歴史的事象と関連付けて考察し，歴史的事象の背景や影響などを 

説明する力を育成すること 

学びの１２か条＋ ３ 
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③ 改善事例  第１～２学年「秀吉の行った土地制度改革」 

 １ 指導の狙い 

  文献資料等の情報を歴史的事象と関連付けて考察し，歴史的事象の背景や影響などを説明できる 
ようにする。 

 ２ 具体例  課題 〈どうして，豊臣秀吉は検地を行ったのだろう？〉 

  
 
  
 
 
 

【資料２】   太閤検地 
 なぜ検地をするのかを，地方の武士

や百姓が承認するように説得せよ。も

し，反対するものがいたら一人残らず

なで切りにせよ。･･全国に検地を命令

しているので，遠い出羽奥州でもいい

かげんにするな。たとえ田畑を耕す者

がいなくなってしまってもかまわな

いから，山奥や遠い島まで念を入れて

全国土を検地せよ。 

「浅野家文書」より 

    
 

【資料１】  検地の様子 
 
 

秀吉が行った検地ではどのようなことが行われたのだろう，資料から読み取ろう。 
 

検地の後は，耕作する農民にだけその
土地の所有を認めたから，地頭は，農
民に労役を強制することはできなくな
ったのだと思います。 

全国で検地をするよ
うに言っているよ。 

反対する百姓は厳しく罰せら
れたみたいだね。 

検地の前は，土地の所有はどのようになっていたのだろう。 
 

３つの資料から，秀吉はどのような目的で検地を行ったのかを考えてみよう。 

全国の土地を調べて，土地のよしあしや所有者
をはっきりさせたかったのだと思います。 

話し合ったことを参考にして，秀吉が検地を行った理由を，自分の言葉でまとめてみよう。 

検地帳に登録された農民だけに，土
地の所有権を認めて，確実に年貢を
納めさせたかったのだと思います。 

秀吉は，これまでの複雑な土地所有のあり方を改め，土地の所有者をはっきりさせて，確実
に年貢を集めて，安定した収入を確保したかったから検地を行った。 
 

検地の前は，公家や寺社などの荘園領主や有力農
民・武士，耕作する農民らに複雑に土地の権利が認
められていたのだと思います。地頭が，農民にきび
しい負担を要求していた村もあったようです。 

全国支配をなしとげた秀吉は，検地を行うことで
これまでの土地制度を見直し，全国を統一的な基
準で治めたかったのだと思います。 

名前から土地の持ち主がわかるね。田畑の等級
は，土地のランク付けのことかな。 

田の面積を測っているよ。 

共通のものさしやますで測るから，面
積や収穫高を比較できるよね。 

面積以外にも何
か調べているの
かな。 

全国の土地を米の体積である石高という統
一的な基準で表したかったのだと思います。 

秀吉は，なぜ土地の所有者をはっきりさせたかったのだろう。 

① 資料の読み取りから歴史的事象を正確に捉える学習 

 

③ ①と②の学習を活用して，課題について必要な情報を整理して，自分の言葉で表現する学習 

 

 

 

【追加資料】 

検地以前の土地所有に関
する資料 
・「荘園のしくみ」 
・「阿氐河荘の農民の訴状」 
・「一揆の碑文」等 

「日本の歴史 近世Ⅰより」 

② 追加資料を用いて，既習の知識を生かしながら， 
歴史的事象の意味や背景について話し合う学習 

【資料３】 検地帳   

上 

八 は
ち

畝 せ

弐
歩

に

ぶ 
 

壱
石
弐
斗

い
っ
こ
く
に
と

壱

升

い
っ
し
ょ
う 

 

宗 そ
う

介 す
け 

土地制度が変更されるごとに，前の学習と比べてまとめると分かりやすいですね。 

 

【まとめ】 
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度は，今求められる力の定着状況を評価できるよう問題の設定，形式等の工夫・改善を図った。平
均正答率は 47.1％で，不十分である。特に，物理的・化学的領域において，科学的な根拠を基に考察したこ
とを適切に表現すること，モデル図やグラフ等をかくことについては，依然として課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【第１分野　物理的領域（40.5％）】

▼：凸レンズを用いてできる像の様子から，物体と凸レンズの距離を考えること〔４⑵〕
　凸レンズによる実像及び虚像の様子から，物体と凸レン
ズの位置関係を考察することは不十分である。特に，実像
の正答率は２割に満たない。像と凸レンズの距離及び凸レ
ンズと物体の距離の規則性について，像の正立，倒立及び
その大きさが，判断の根拠となることの理解が不十分であ
ることが考えられる。指導に当たっては，次のようなこと
を充実させる必要がある。

▼：追加した実験方法を修正すること〔８⑶〕
　電流の大きさと発熱量の関係を調べる実験において，実
験の条件を考察し修正することは不十分である。電圧を
6V とする誤答が最も多く，電圧と時間を一定にして電流
を変化させ，発熱量との関係を調べるということの意味が
理解できていない。実験の結果などの根拠に基づいて，自
分や他者の考えを多面的，総合的に思考し，検討して改善する活動が十分に行われていないことが考えられ
る。実験方法等を計画させる際には，次のような視点を与えることが必要である。

【第１分野　化学的領域（39.7％）】
▽：海水は混合物，塩化ナトリウムは化合物であることを理解すること〔１⑴〕

　混合物の理解は基準に到達しているが，さらに純粋な物
質は単体と化合物に分けられることについては，不十分で
ある。物質の性質に着目して区別することが定着していな
いと考えられる。

▼：同じ質量の銅とマグネシウムが酸化するとき，マグネシウムの方が質量が増える理由を説明
すること〔３⑷〕

　金属と化合する酸素の質量は，銅よりマグネシウムの方
が大きいことについて説明することは不十分である。「マ
グネシウムの方が酸素と結び付きやすいから」「銅は 4：1，
マグネシウムは 3：2 で酸素と結び付くから」という誤答
が多く，無解答率も 28.1％と高い。題意を的確に読み取れ
ていないこと，原子１個の質量の違いにより 1.00 ｇ中の個数が違うことについての理解が不十分であるこ
とが考えられる。今後は，次のような指導の充実が必要である。

中学校第３学年　理科

・関係性を見つけ出す場合，一定にする条件と変化させる条件を明らかにすること
・変化させる量（独立変数）と変化する量（従属変数）の関係を把握させること

・凸レンズによる像の実験では，複数のデータから規則性を導くこと
・結果を，表や光の進み方の作図などを用いて分析してまとめ，規則性を一般化させること

・原子の大きさや質量は種類によって異なることを，化合する物質の質量と関連させて理解させる際に
も，原子のモデルを活用すること

平均正答率
47.1％

設問番号 問題の内容 正答率

４
⑵図２ 物体と凸レンズの距離 17.6％

⑵図３ 物体と凸レンズの距離 31.3％

設問番号 問題の内容 正答率

１
⑴① 混合物 73.5％

⑴② 化合物 59.2％

設問番号 問題の内容 正答率

８⑶ 実験等の検討・改善 14.2％

設問番号 問題の内容 正答率

３⑷ 酸化マグネシウムの方が
質量が増える理由 3.1％

（全）H27：「解説資料」（p40 ～）
（県）H23：事例２

（県）H22：事例２

（全）H27：１⑹，２⑶，４⑵，８⑶
※検討・改善に関わる問題

（県）H20：６⑶　H23：７⑷

（県）H22：９⑵⑶　H25：７⑴⑵
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【第２分野　生物的領域（61.5％）】
◇：光合成を調べる実験の結果から結論を導くために，適切な実験結果の組み合わせを考え

ること〔２⑵ Y〕
　光合成には光が必要であることを，条件を変えた実験結
果を分析し考察することは，概ね良好である。小学校６年
の既習内容が生かされ，定着が進んだと考えられる。

▽：感覚器，感覚神経，運動神経について理解すること〔６⑴〕
　感覚器官，神経系及び運動器官のつくりについては，十
分とはいえない。特に６⑴②は，中枢神経を選択している
誤答が多く，中枢神経，末梢神経の区別について，十分理
解していないことが考えられる。今後は，次のような指導
の充実が求められる。

▼：実験結果から反応時間を求めたり，不正スタートの理由を考察し，説明したりすること
〔６⑵⑶〕

　問題に合わせてグラフを読み取ることが十分とはいえな
い。また，２つのグラフから読み取った情報を関連付けて
考え，適切に表現することについては不十分である。複数
のグラフを比較し，グラフの特徴を見いだしたり，グラフ
を分析して解釈したりする活動が十分に行われていないこ
とが考えられる。今後は，次のような場面の設定が必要で
ある。

【第２分野　地学的領域（46.6％）】
○：凝灰岩の層と過去の火山の噴火の関係を理解すること〔５⑴〕

　凝灰岩層の存在から火山の噴火を想起することは，概ね
良好である。凝灰岩が火山灰から成ることが理解できてい
ると考えられる。

▼：春の天気図を選び，選んだ理由を説明すること〔７⑶〕
　春の天気について，高気圧と低気圧が交互に通過すると
いう特徴の理解が不十分である。要因として，日本の四季
に影響を及ぼす気団や，季節の違いによる特徴的な気圧配
置，そのときの日本付近の風の吹き方等の理解が進んでい
ないことが考えられる。指導に当たっては，次のようなことを充実させる必要がある。

□観察・実験の結果を分析して解釈する活動や，科学的な概念を使用して考えたり説明したりす
る活動を重視すること	 （→　事例１）
□問題解決の学習において，自らの考えや他者の考えに対して，検討して改善する活動を重視す
ること	 （→　事例２）

・日本の天気の特徴を，日本周辺の気団と関連付けて捉えさせ，その特徴を表現させること
・天気図や気象衛星画像，気象データを比較し，天気の特徴を考察する場面を設定すること

・外界からの刺激を受け，感覚神経，中枢神経，運動神経を介して反応が起こることを，
観察・実験や日常経験などを通して理解させ，モデル等を用いて表現させること

・実験結果を分析する際，複数の資料や情報を関連付けて考察させる場面

設問番号 問題の内容 正答率

６

⑴① 感覚器官 69.1％

⑴② 感覚神経 55.4％

⑴③ 運動神経 69.9％

設問番号 問題の内容 正答率

６
⑵ 反応時間 66.2％

⑶ 実験結果の考察 19.4％

設問番号 問題の内容 正答率

２⑵Ｙ 実験結果の考察 79.1％

設問番号 問題の内容 正答率

７⑶ 春の天気の特徴と天気図 10.0％

設問番号 問題の内容 正答率

５⑴ 凝灰岩と火山活動 80.7％

（全）H27：「解説資料」（p14）

（県）H23：２⑴

（全）H27：１⑷

（県）H22：４
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（３）改善に向けた指導事例 

① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

３(4) 第１分野 
化学的領域 

同じ質量の銅とマグネシウムが酸化す

るとき，マグネシウムの方が質量が増

える理由を説明することができる。 

・自然事象への関心・意欲・態度 
・科学的な思考・表現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
正答例 誤答例 

1.00ｇに含まれるマグネシウム原子の

数が銅原子より多いから。 

・ マグネシウムは，銅よりも酸素と結びつきやすい性質が

あるから。 
・ 銅と結びついた酸素の質量比は，４：１で，マグネシウ

ムと結びついた酸素の質量比は，３：２だから。 
正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

3.1％（1.6％） 68.8％ 28.1％ 
② 指導改善に向けて 

  本設問の正答率は，3.1％と最も低く，無解答率についても 28.1％と高い。誤答には，銅と酸素が

結びつくときの質量比４：１，マグネシウムと酸素が結びつくときの質量比３：２を表現したものが

多く見られたが，題意である酸化マグネシウムの質量の増加が大きいことに対する理由を適切に説明

することができておらず，科学的な概念を使用して表現することに課題が見られる。 

  指導に当たっては，まず，原子の性質（原子の種類によって，その質量や大きさが決まっているこ

と）を確実に理解させることが重要である。更に，酸化マグネシウムや酸化銅を原子のモデルで表現

するに留まらず，同質量の酸素と結びつくマグネシウムと銅の質量比が３：８であることなど一連の

思考の過程を，原子のモデルを使って可視化させるなどして理解を図ることが必要である。酸化の際

の質量の増加の違いを量的に捉えるだけでなく，粒子の面からも捉えることにより，原子の性質を深

く理解することになる。 

ア 事例１ 

  観察･実験の結果を分析して解釈する活動や，科学的な概念を使用して考えたり説明したりする

活動を重視すること 

学びの 12か条＋ １ 



― 43 ―

物質名 質量比 金属の質量：酸素１ｇ 
酸化マグネシウム ３：２ 1.5ｇ：１ｇ 
酸化銅 ４：１ ４ｇ：１ｇ 
 

③ 改善事例 第２学年「化学変化と物質の質量の規則性」 

１ 指導の狙い 

観察･実験の結果を分析して解釈する活動や科学的な概念を使用して考えたり説明したりする力を 
育てる。 
２ 具体例 

課 題〈 同質量のマグネシウムと銅に，結びつく酸素の質量がちがうのは，どうしてだろうか？ 〉 
（１）酸化マグネシウムと酸化銅のモデルを書いてみよう。 
【ポイント１】 酸化マグネシウムも酸化銅も，１：１の割合で酸素原子と結びついている。 

 
 
 
 
（２）1ｇの酸素に結びつくマグネシウムの質量は，それぞれ何ｇだろうか？  
【ポイント２】 マグネシウムと酸素の質量比は３：２，銅と酸素の質量比は４：１である。 

 
 
 
 
 
（３）ポイント２から，マグネシウム原子 1個と銅原子 1個の質量を比べよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）同質量のマグネシウムと銅に，ふくまれている原子の数はどちらが多いだろうか？ 
【ポイント３】 マグネシウム原子１個の質量が，銅原子 1個の質量より小さい。 

同じ個数で比べたときのモデル 

 

 

 

 
同じ質量で比べたときのモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 同質量のマグネシウムと銅では，マグネシウムの方が原子の数が多いので，結びつく酸素 

原子の数も多くなる。よって，結びつく酸素の質量が大きくなる。 

マグネシウム原子の数  銅原子の数 
   

 
 

 
   

 
 

   
 

 
 

   
 

 

   

モデル図から，マグネシウムと銅は酸素と１：１

の割合で結びついていることが分かりますね。 

（２） ｇの酸素に結びつくマグネシウムの質量は，それぞれ何ｇだろうか？

 
 
酸化マグネシウム   酸化銅 

＝ 
 

マグネシウム原子と銅原子には，同じ数ずつ酸素原子が結びつきます。 

 

＞ 

１ｇの酸素と結びつく

マグネシウムと銅の質

量をそれぞれ求めてみ

ましょう。 

マグネシウムと銅の個数も同じなのに，マグネ

シウムと銅の質量が異なるのはどうしてかな。 

マグネシウムと銅を同じ

質量で比べると，その中

に含まれる原子の個数は

どうなっていますか。 

 酸 化 

表でまとめると，このようになります。マグネシ

ウムは 1.5ｇ，銅は４ｇです。 

 
 

マグネシウムの

方が，たくさん

酸素と結びつい

ていることが分

かるね。 

マグネシウム原子の

方が１個の質量が小

さいから，個数が多い

ことになります。 

１ｇの酸素と結びついた 

マグネシウム：銅＝1.5ｇ：４ｇ 

↓ 

マグネシウム原子：銅原子＝３：８ 

個数が同じなのに，質量が違うということ

は････。原子１個の質量が違うということだわ。 
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イ 事例２ 
  問題解決の学習において，自らの考えや他者の考えに対して，検討して改善する活動を重視 

すること 
 
① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

８(3) 第１分野 
物理的領域 

追加した実験方法を修正すること
ができる。 

・自然事象への関心・意欲・態度 
・科学的な思考・表現 

 

 
正答例 誤答例 

・Ｐ：12.0  Ｑ：Ｂ 
・Ｐ：18.0  Ｑ：Ｃ 

・Ｐ：6.0  Ｑ：Ｂ 
・Ｐ：6.0  Ｑ：Ｃ 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 

14.2％（1.4％） 72.3％ 13.5％ 
② 指導改善に向けて 

本設問は，理科における活用に関する問題の中で，検討・改善の視点から問うている。正答率は 14.2％
であり，H27 の全国学力・学習状況調査から引き続き課題である。誤答の中には，電流の大きさを一定

にするという条件を揃えるために，電気抵抗を変えてはいるが，その際に電圧も変化することを見落と

しているものが多い。 
指導に当たっては，観察・実験の狙いを明確にして取り組み，結果の整理を適切に行うことや，予想

をしっかりと持たせ，得られた結果と比較し，違いが見られた場合はその原因を追求する学習活動を丁

寧に行っていく必要がある。また，自分の考えと他者の考えを比較して相違点を意識したり，自分の考

えをよりよいものに磨かせたりする活動を意図的に設定することも重要である。 

学びの 12か条＋ ２・３ 
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③ 改善事例 第２学年「電流の性質」 

１ 指導の狙い 

電力と発熱量の関係について，電圧との関係を調べるために，条件を考えながら実験方法を検討・改

善できるようにする。 
２ 具体例 

課 題〈 電熱線で水を温めるとき，水の温度上昇は，何と関係があるのだろうか？ 〉 
（１）前時までの学習を復習 

・ 抵抗が違う３種類の電熱線を用いて，電圧を一定にし

て電流の大きさと温度上昇の関係を調べた。 
・ 実験の結果，一定時間の水の温度上昇は電力に比例す

ることが分かった。（電圧一定の条件で） 
（２）新たな課題の設定 

 
 
 
 
 
 
 
（３）実験計画を立てる 

実験レポート                実験日 １１月 ７日 
課題 電圧と上昇温度との関係はどうなっているのだろうか？ 

実験 

方法等 

 

 

結果 

記録 

 

 

 

 

〔表〕 

電熱線の抵抗〔Ω〕 ６ ６ ６ 

加 え る 電 圧〔Ｖ〕 2.0 4.0 6.0 

上 昇 温 度〔℃〕    
 

 

（４）実験計画を見直す（検討・改善） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【検討・改善された実験計画】 
 ■準備 水１００ｇ ２Ωの電熱線 ４Ωの電熱線 ６Ωの電熱線 

■方法 電熱線と電圧の組み合わせを次のようにすることで，電流を一定にしたまま電圧を 
変える。５分間電流を流し，上昇温度を測る。 
 
電熱線の抵抗〔Ω〕 ２ ４ ６ 
加える電圧〔Ｖ〕 2.0 4.0 6.0 
電 流〔A〕 1.0 1.0 1.0 
上 昇 温 度〔℃〕    

  

電熱線の抵抗〔Ω〕 ２ ４ ６ 
加える電圧〔Ｖ〕 6.0 6.0 6.0 
電流〔A〕 3.0 1.5 1.0 
電力〔Ｗ〕 18.0 9.0 6.0 
上昇温度〔℃〕 11.9 5.9 4.0 

前時までで，水の温度上昇は電力
に比例することが分かりました
ね。 

前回変えたのは電流の大きさです。電圧を
変えたときの，上昇温度との関係も調べて
みたいと思います。 

今度はどうやったら調べられるかな？ ６Ωの電熱線に加える電圧を変えてい
き，５分間の温度上昇を測ろうと思いま
す。実験を計画してみます。 

この方法で解決できる

かな。電圧以外の条件は

どうなるか，もう一度考

えてみましょう。 

オームの法則から考えると，

同じ抵抗でも電圧を変える

と，電流も変わるわ。 

これで，電流を一定にする
ことができます。電圧と上
昇温度の関係が調べられそ
うです。 

予想や仮説について，他の人の考えや意見を参考に，自分の考えをもう一度検討し改善し
ていくことが大切ですね。 

抵抗が６Ωの電熱線に，電圧をそれぞれ

2.0V，4.0V，6.0V 加えて５分間電流を流

し，上昇温度を測る。 

 

 

電圧を変えると他の条

件も変わるのかな？ 

電流を一定にして電圧

だけを変化させないと

いけないよ。 
 

電流が一定になるように，電気

抵抗を変えてみよう。 

前回は， 
電圧を一定にして電流だ
けを変化させています。 
今回は， 
電流を一定にして電圧だ
けを変化させる必要があ
るのですね。 
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　28 年度の平均正答率は 56.2％で，27 年度より 2.7 ポイント上がっている。27 年度に比べ全体の語彙数が
増加したことはあるものの，聞くことの領域の正答率が上がったことや，設問 11 の英作文の正答率が上がっ
たことなどが要因と考えられる。しかし，まとまりのある内容の英文から必要な情報を聞き取る力やまとまっ
た量の英文を適切に読む力，まとまりのある内容の英文を適切に書く力については，依然，課題が見られる
ことから，指導の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【聞くこと（75.8％）】

▼：与えられた状況設定をもとに英文の内容を正しく聞き取ること〔２〕
　設問２は，与えられた状況設定をもとに英文を聞き，
その場面で求められている課題を聞き取る新設の設問で
ある。正答率は 51.6％であり，十分とはいえない。“But 

before you take the table, can you clean the table?” “All 

right.” の内容を正しく捉えることができず，「テーブルを運ぶ」を選択した誤答が多かった。語句単位など
断片的な理解はできていても，文全体及び文脈で意味を把握する力が不足していると考えられる。
　今後は，次のような指導を充実させる必要がある。

【読むこと（51.5％）】
▽：言語の使用場面や働き，語句の役割に気を付けながら，短い英文を正しく理解すること

〔５〕
　設問５の⑴は，Does や Are を選択した誤答，⑶は，
were を選択した誤答が多かった。要因として，基本的な
文構造や語句の役割の定着が十分でなく，語句や文法の知
識を活用して，会話の流れにふさわしい語（句）や表現を
判断できていないことが考えられる。
　指導に当たっては，次のようなことに留意する必要があ
る。

▼：情報を整理しながら全体の概要や大切な部分，書き手の意向などを適切に読み取ること
〔８，９〕

　設問８は，比較表現を用いた英文をグラフと関連付けて，
情報を整理しながら読む設問である。正答率は 27 年度よ
り約 11 ポイント上昇したが，まだ不十分である。
　設問９は，27 年度に比べ，問題文の語数を約 80 語増や
した。正答率は全ての設問において 50％を下回っている。
特に，⑶では Everyone can try it. の it が指す内容を正確
に捉えることができず，必要以外の部分を含んだ誤答が多
いことからも，短時間で全体の概要や大切な部分を適切に
読み取る力を高める指導の充実が求められる。

中学校第３学年　英語

・言語の使用場面や働きを意識した導入や練習を行い，形・意味・用法を合わせて理解させること
・品詞についても，英文中での働きに関する知識を確実に定着させること

・教師がこれまで以上に英語を用いて授業を行うこと
・生徒が場面や状況を判断しながら英語を聞いたり読んだりして応答する機会を増やし，状況に応じて

適切に対応できる技能の向上を図ること

平均正答率
56.2％

（Ｐ）英語の指導法

（県）H24：事例１　H25：事例２　H26：事例１

（県）H20 ～ H27：４

（県）H23 ～ H27：７，８

設問番号 問題の内容 正答率

５
⑴ be 動詞を用いた英文の

理解 40.4％

⑶
一般動詞を用いた英文の
内容に対する応答の仕方
の理解

55.0％

設問番号 問題の内容 正答率

８ 全体の概要の読み取り 59.9％

９

⑴ 書き手（話し手）の意向
の読み取り 46.8％

⑵ 書き手（話し手）の情報
の読み取り 20.0％

⑶ 話の詳細な情報の読み取り 4.5％

設問番号 問題の内容 正答率

２
与えられた状況設定をも
とに短い英文の内容（手
伝うこと）の聞き取り

51.6％
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　指導に当たっては，次に挙げるような活動の機会を数多く設定することが必要である。活動に取り組ま
せる際には，概要を把握する，詳細な情報を読み取るなど，英文を読む目的を生徒に意識させることが大
切である。

【書くこと（45.3％）】
▼：語順や語形に気を付けながら，場面や状況に応じて正しく書くこと〔６，10〕

　設問６の⑴は，teach English me の
誤答が多く，正答率は 30％を下回っ
た。⑶⑷の後置修飾の文構造の定着に
ついては徐々に改善が図られてきてい
るが，まだ不十分である。
　設問 10 は，全体の正答率は 27 年度
より約 23 ポイント下回った。28 年度
は，場面設定の変更により，状況に応
じた語句の選択が難しくなった面はあるが，与えられた場面や状況の中
で言語知識を正しく活用することには，依然として課題が見られる。
　指導に当たっては，次のような工夫が必要である。

▼：自分の考えや気持ちが伝わるよう，まとまりのある英文を書くこと〔11〕
　設問 11 は，28 年度は，テーマにつ
いて参考にできる語句を示したことも
あり，正答率は 27 年度に比べ 27.7 ポ
イント上回り，無解答率も 4.3 ポイン
ト減少した。しかしながら，誤答とし
ては，文のつながりがよくないものや内容が十分に伝わらないもの，1 つ
の文に動詞が２つ混在するもの，文数不足などが依然として見られた。
今後も，引き続き改善を図るため，次のような取組の充実が必要である。

□複数の技能の統合的な指導を工夫して，話し手（書き手）の伝えようとする内容を正確に把握し，
その内容について適切に対応できる力を高めること	 （→　事例１）
□まとまった量の英文に対して，概要や大切な部分について，英文を理解し必要な情報を読み取
る力を高めること	 （→　事例２）
□他の技能と関連付けながら聞いたり読んだりした内容を状況に応じて適切に伝える力を高める
こと

・学習者のレベルに合った文章をたくさん読む活動
①段落間での内容理解（概要の理解） （例）タイトルをつける（選択する）　絵の並べかえ
②段落内での内容理解（情報の整理・要点の理解） （例）表・図解・時系列等で整理　要約　パラフレーズ
③一文単位での意味理解（詳細情報の理解） （例）QandA　TorF

・既習と新出表現を比較したり，必要に応じて日本語と英語を対比させ共通点や相違点に気付かせたり
するなどの工夫により，英語特有の語順についての理解・定着を図ること

・聞いたり読んだりした内容を自分の言葉で言い換えて相手に伝えるなど，他の技能と関連付けた指導
を一層工夫すること

・CAN-DO リスト形式で設定した各学年の学習到達目標に基づき，計画的な指導と評価を行うこと
・１文１文を正確に書く指導とともに，接続詞や副詞，代名詞等を用いて文と文のつながりを考えながら，

求められている内容を適切に表現し，読み手に伝わる英文を書く指導を一層工夫すること

（Ｐ）英語の指導法
（県）H22：事例２　H26：事例２

（県）H24：事例２　H27：事例２

（県）H20 ～ H27：10

（県）H24 ～ H27：５，９

 

設問番号 問題の内容 正答率

６

⑴ 主語＋動詞＋目的語＋目的語を用いた英文の語順 29.4％

⑶ 前置詞句の後置修飾を用いた英文の語順 52.8％

⑷ 不定詞の形容詞的用法を用いた英文の語順 48.6％

10

⑴ 状況に合う英文（動詞）への書きかえ 7.3％

⑵ 状況に合う英文（接続詞）への書きかえ 12.2％

⑶ 状況に合う英文（動名詞＋名詞）への書きかえ 8.9％

年度 問題の内容（テーマ） 正答率 無解答率

26 行きたい場所（国・都市・観光地など） 30.3％ 19.7％

27 春休みにしたこと（思い出など） 31.2％ 16.8％

28 お勧めの季節（夏・冬） 58.9％ 12.5％
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（３）改善に向けた指導事例 

 

    

 

 
① 問題と解答の状況  

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

２ 聞くこと 
与えられた状況設定をもとに英文の内容 

を正確に聞き取ることができる。 
外国語理解の能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （リスニング問題文） 

 【日本語】 あなたはアメリカにホームステイをしています。あなたは，これから 

ホームステイ先のお父さんの手伝いをするところです。まず，お父さ 

んからあなたに話しかけます。 

 

 【英  語】 A：Today we will take this table and chairs from this room to the 
 room over there. 

            B：OK.  I’ll take the table to the room over there. 
              A：Thank you.  But before you take the table, can you clean the 

 table? 
              B：All right. 

   ② 指導改善に向けて 

     設問２は，与えられた状況設定をもとに短い対話文を聞き，求められている課題を聞き 

取る設問である。正答率は 51.6％であり, 文全体及び文脈で意味を把握することに課題が

見られた。与えられた場面や状況において，話し手（書き手）の伝えようとする内容を把

握し, その内容について適切に対応できる力を高める指導の充実が求められる。   

そのため授業においては，生徒が場面や状況を判断しながら，英語を聞いたり読んだり 

して応答する機会をこれまで以上に増やしていく必要がある。話し手への応答を自ら考え

させる活動や, 具体的な場面や状況を生徒に提示し, その課題を解決するために, 生徒

に思考・判断させながら, その場面で求められる適切な対応を表現させるなどの活動を行

うことが有効である。 

正答例 誤答例 

エ ウ，ア 

正答率 誤答率 無解答率 

51.6％ 48.0％ 0.4％ 

ア  事例１ 

複数の技能の統合的な指導を工夫して，話し手（書き手）の伝えようとする内容を正確

に把握し，その内容について適切に対応できる力を高めること 

２ 質問：あなたは，まず最初に何をしますか。 

学びの１２か条＋ １ 
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③ 改善事例 第３学年（学習段階や学習状況に応じてどの学年でも） 

１ 指導の狙い 

   状況を判断しながら，話し手（書き手）の伝えよう 

とする内容を把握し，その内容について適切に対応で 

きる力を高める。 

 

２ 具体例 

［例１］短い対話文の聞き取りを利用した指導   

 

 

 

 

 

（１） 聞き取った内容を確認する 
 

 
 

（２） 話し手への応答を考える 
 

 
 

 
 
 

［例２］スキット作成を利用した指導【例：公共でのマナー】 

 （１）イラスト（バスでの携帯電話使用等）を提示し，イラストの人物の問題点を指摘する 

 （２）問題行動に対して，理由をつけて注意する 

 （３）グループ毎に，具体的な場面と状況を提示する 
      ※必要に応じてイラスト, ジェスチャーを用いたり，実際にALT等と演じたりする 

  
 
 

 
   
 
  （４）場面と役割分担を確認し，スキットを作成する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （５）スキットを演じる 

A : I’m going to a rakugo show. 
B : You’re lucky. Have you ever been to one? 
A : No, I haven’t. I’m looking forward to the show. 
B : I think you’ll enjoy it.  Rakugo is really fun. 
A : (                      )   

◇複数の技能の統合的な

指導を工夫して，生徒に

思考・判断させながら，

場面に応じた適切な表

現を考えさせる事例 
 

What are they talking about? 

Is it the first time to go to rakugo for A?  

If you are A, what will you say to B? 

Oh, really? 

Why don’t you come with me? 

Have you ever seen a rakugo show? 

適切に対応できる力を高める 
指導の工夫１ 
①コミュニケーションを円滑に

する表現をまとめたシートや

対話表現シートの作成・活用 
②教師によるスモールトークの

実施 
 ・生徒が英語を使う際のモデル 

・生徒とのやりとり 
○referential questions 
○適切なフィードバック 

③帯学習として生徒同士のチャ

ットの実施 
  

(Situation 例) 
You are on a bus.  An old man gets on a bus.  
He has difficulty standing.  The bus is full.  
Some of your friends are seated.  What do you say 
to him? 
＊characters : an old man / a friend / main character  

指導のポイント 

指導のポイント 

適切に対応できる力を高める指

導の工夫２ 
①明確な場面や状況を設定し，

生徒に思考・判断させながら

コミュニケーション活動に取

り組ませる 
②話すことのパフォーマンステ

ストを計画的に実施し，適切

に対応できる力が付いたかを

確認・評価する 
 
 

A : main character  B : a friend  C : an old man 
 
A: (  B  ), look at that old man.  He looks very tired.  

Can you give him your seat? 
B: I practiced soccer very hard so I’m tired, too. 
A: He also has a big bag.  You should give him a seat. 
B: OK, I will. 
A: That’s good. 
 
B: Excuse me.  Please sit down that seat. 
C: Oh, thank you.  You’re very kind.  
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① 問題と解答の状況 

設問番号 領域・分野 出題の狙い 評価の観点 

９ 読むこと 

書き手（話し手）の意向や大切な部分，

詳細な情報を適切に読み取ることがで

きる。 

外国語理解の能力 

 

 
 

正答例（準正答例） 誤答例 
(1)エ  
(2)Hiroko does. / Hiroko wants to be a 

 nursery school teacher. (Hiroko wants.) 
(3)最初: After ( I )  最後: news 

(1)ア/イ/ウ  
(2)Hiroko is. / It’s Hiroko.  

2 語以上ないもの  
(3)So, something / I, something 

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率 
(1) 46.8％  （ 0.0％ ） 
(2) 20.0％  （ 3.6％ ） 
(3)  4.5％  （ 1.0％ ） 

(1) 51.7％ 
(2)  62.4％ 
(3)  76.3％ 

(1)  1.5％ 
(2)  17.6％ 
(3)  19.1％ 

 

② 指導改善に向けて 

設問９は, 27 年度と同様の問題に比べ問題文の語数が 214 語から 288 語に増加した。 

正答率は全ての設問において 50％を下回った。特に(3)では，it が表す内容を正確に捉

えることができず必要以外の部分を含んだ誤答が多く，無解答率も高かった。まとまっ

た量の英文を， 短時間で情報を整理しながら読むことに習熟していないものと思われる。 

まとまった量の英文に対して，概要や大切な部分について英文を理解し，必要な情報

を読み取る力を高めるには，学習者のレベルに合った文章をたくさん読ませる必要があ

る。英文の概要を把握する，要点を整理するといった読む目的を明確に設定し，読み手

として英文に何度も関わらせながら, 速読や精読をするような活動を継続的に行ってい

くことが必要である。 

イ 事例２ 

まとまった量の英文に対して，概要や大切な部分について，英文を理解し必要な情報を

読み取る力を高めること 

学びの１２か条＋ １ 
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③ 改善事例 第２学年（学年段階や学習状況に応じてどの学年でも） 

１ 指導の狙い    

まとまった量の英文を読んで，情報を整理しながら 
全体の概要や大切な部分を適切に読み取る力を高める。 

２ 具体例 
（１）【1st Reading】内容のおおすじをつかむ 

   ※制限時間を決めて黙読させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【2nd Reading】読み取りのポイントを示し，細かい内容を押さえる 

  

 

（３）ペアやグループで内容を確認し，情報を補完しあう 

 

 

（４）【3rd Reading】内容を整理する 

                                

 

 

 

 

 

 

（５）（４）を参考に，自分の感想や考えを含めて，一人を選んで説明する 

 
 
 

 

※読み取る力が付いたかを同じ話題の英文や同レベルの英文で確認・評価する 

 

 

 

Ms.Green : You had a work experience and you learned a lot through your experiences.  
Yuri  : I worked at a nursery school.  Teachers there had to do many things to take care 

of the children.  I think teachers need to know a lot for their job.  I hope to work 
as a teacher like them in the future.  So I should study harder now. 

Kenta : I worked at a computer company.  I learned a lot about computers there.  I think 
computers are very useful to us.  I want to be a computer engineer.  So I’ll study 
math and science hard. 

Aika : I understand having my own idea is important when I work or do something.  I 
worked at a supermarket.  My teacher at the supermarket asked me, “What’s the 
most important thing about working at the supermarket?”  I couldn’t answer it 
well because I only helped him and didn’t have my own ideas about my job.  Now 
I’m trying to ask myself, “What do I think?” when I read books and watch news 
on TV.  

 Yuri Kenta Aika 
活動場所 a nursery school a computer company a supermarket 

考えていること need to know a lot 

about job 

computers are useful  having my own  

idea is important 

 

将来の夢 a nursery school 

teacher  

a computer  

engineer 

 

これからすること 

（していること） 

study harder study math and  

science hard 

ask myself, “What 

do I think?”  

 

 

・英文の概要を把握する，要点を把握するといった読む目的を明確にした上で，生徒が英文と何

度も関わるようにすることが大切である。 

・読み方の指導については，H25「分析・考察」事例２，読み手として英文に主体的に関わらせる

指導については，H26「分析・考察」事例１を参照。 

 

 

Aika worked at a supermarket.  She thinks having her own idea 
is important when she works or does something.  Now she asks 
herself, “What do I think?”when she reads books or watches 
news on TV.  I think we also have to have our own ideas. 

Kenta went to a computer company. 
He thinks computers 
 are useful.  

Now he studies math and science hard. 

教材に応じ

て情報を図

解して整理

させたり，

時系列で整

理させたり

する 

 読む目的を明確にした上で，生徒 
に英文と何度も関わらせながら，

概要や要点を捉えさせる事例 

生徒の状況

に合わせ，本

文をパラフ

レーズした

英文の（ ）

内に語句を

入れさせて

もよい 

指導のポイント 

What are these people talking about? 
 

Where did Yuri go?   What did she learn?   What does she want to be 
in the future?    What is she trying now? 
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Ⅱ　質問紙調査結果の分析・考察
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１　小学校第４学年児童の調査結果

　学校が好き，各教科等の勉強が好きと答えた児童の割合について，27 年度同様，多くの教科で 80％
以上，高いものは 90％を上回っている。特に社会，理科の勉強が好きと答えた児童の割合は，調査開
始以来最も高い。また，授業の内容がよく分かると答えた児童の割合についても，27 年度同様に高い
ことから，全般的に小４児童の学習意欲は概ね良好である。

○「国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている」（81.0％），「友達と話し合うとき，友達
の話や意見を最後まで聞いている」（92.2％）という児童の割合はいずれも高い。

○「テレビを２時間以上見ている」（45.9％）児童の割合は年々減少し，｢テレビゲームを 2時間以上し
ている」（21.5％）児童の割合は 27 年度より減少したが，今後も注意していく必要がある。

○「新聞やテレビのニュースなどに関心がある」（75.7％）児童の割合は，調査開始以来最も高く，実
生活や社会の情報について関心の高まりが見られる。

○「ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある」（91.9％）児童や「将来の夢や目標を持っ
ている」（86.1％）児童の割合は高く，小４児童の自己肯定感は 27 年度と同様に概ね良好である。

　以上のことより，学力・学習を支える基盤づくりについては，概ね良好である。

 ※無回答を除いた割合で示している。

1　学校や各教科等の勉強は好きですか。授業の内容はよくわかりますか。

《学校は好きだ》

H28

H27

H26

8.4

7.7

9.0

34.4

35.1

36.4

53.6

54.2

51.0

3.5

3.0

3.7

《国語の勉強は好きだ》 《国語の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

18.6

19.0

19.6

44.2

44.5

43.7

31.1

31.0

29.8

6.0

5.5

6.9

H28

H27

H26

10.7

10.0

11.0

37.3

37.5

36.3

49.3

49.7

49.8

2.7

2.7

2.9

《社会の勉強は好きだ》 《社会の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

13.8

13.7

13.9

36.9

37.7

35.3

45.3

44.0

47.0

3.9

4.5

3.8 H28

H27

H26

8.8

8.4

30.9

32.3

58.1

57.0

2.1

2.3

8.531.058.9 1.7

《算数の勉強は好きだ》 《算数の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

12.2

12.8

30.3

29.6

53.3

52.5

4.1

5.1

12.130.253.1 4.6 H28

H27

H26

7.5

7.7

26.6

26.4

63.9

63.5

2.1

2.4

7.427.463.1 2.1

《理科の勉強は好きだ》 《理科の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

22.9

24.0

69.6

68.3
5.9

6.1

1.6

1.6

22.370.6 5.6
1.5

1.6
H28

H27

H26

22.1

22.4

72.5

72.1
4.5

4.4

0.9

1.2

22.272.6 4.1
1.1
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《音楽の勉強は好きだ》 《音楽の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

8.7

9.2

27.5

27.6

60.8

59.7

3.0

3.5

8.527.859.5 4.1 H28

H27

H26

22.0

21.9

70.9

70.5
5.7

5.5

1.4

2.1

21.570.3 6.1
2.1

《図画工作の勉強は好きだ》 《図画工作の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

16.3

16.9

78.0

77.0
4.2

4.0

1.5

2.0

15.978.3 4.2
1.6 H28

H27

H26

16.8

17.4

79.1

78.4
3.3

3.2

0.8

1.0

15.880.2 3.3
0.8

《体育の勉強は好きだ》 《体育の授業の内容はよくわかる》

H28

H27

H26

13.9

15.2

81.3

79.5
3.9

3.4

1.0

1.9

15.878.7 3.9
1.6 H28

H27

H26

12.5

12.7

85.0

85.0
2.1

1.4

0.3

0.8

13.283.8 2.5
0.6

《道徳の時間は好きだ》 《総合的な学習の時間は好きだ》

H28

H27

H26

12.4

12.4

39.4

37.6

44.5

46.3

3.7

3.8

12.637.246.5 3.7 H28

H27

H26

9.6

9.9

33.4

34.5

54.6

52.6

2.4

3.1

9.433.853.9 3.0

《学級活動の時間は好きだ》

H28

H27

H26

8.9

10.0

32.9

32.7

55.8

54.7

2.4

2.6

10.433.154.4 2.2

・社会，理科の《勉強は好きだ》について，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童の
割合は，それぞれ 82.3％，92.9％であり，調査開始以来最も高い。

＜参考＞
《外国語活動の時間・英語の勉強は好きだ》
小 6 中 3

H28

H27

H26

13.7

13.2

11.3

36.2

34.3

35.6

45.0

48.5

48.9

5.1

4.0

4.2

H28

H27

H26

23.8

28.7

28.0

39.3

37.5

38.4

27.8

23.9

22.7

9.1

9.9

10.9

・《英語の勉強は好きだ》について，「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合は，
中３で 67.1％であり，調査開始以来最も高い。

《道徳の時間は好きだ》
小 6 中 3

H28

H27

H26

17.4

17.8

43.4

43.5

35.0

34.0

4.3

4.7

17.842.734.9 4.5 H28

H27

H26

27.2

27.1

44.8

43.6

19.8

20.3

8.2

9.1

24.744.024.7 6.6

・《道徳の時間は好きだ》について，「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒の割合は，
中３で 68.7％であり，調査開始以来最も高い。
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2　授業の中で次のようなことは好きですか。

＜学年間比較＞

《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》
《課題について，自分で考えた方法で調べたり確か
めたりしながら勉強すること》

中３

小６

小４

38.8

30.7

23.1

35.4

38.3

41.3

12.9

22.7

29.7

12.8

8.3

5.9

中３

小６

小４

30.1

21.2

19.6

43.7

44.0

41.0

19.4

30.6

35.0

6.7

4.2

4.3

《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》
《教科書に出ていないことやもっとくわしいことを
勉強すること》

中３

小６

小４

33.4

27.6

22.6

41.3

41.5

38.2

17.5

24.0

32.1

7.9

6.9

7.0

中３

小６

小４

39.6

28.3

21.6

29.2

35.5

35.5

18.4

28.2

36.2

12.7

8.0

6.7

《少ない人数やグループで勉強すること》
《コンピュータやビデオ・DVDなどを使って勉強す
ること》

中３

小６

小４

11.8

8.6

9.3

41.1

29.2

26.0

43.2

58.7

61.0

3.8

3.5

3.7

中３

小６

小４

10.2

7.2

8.2

37.4

20.7

16.8

48.2

69.3

70.8

4.2

2.9

4.2

《図書館を使って勉強すること》 《地域の人や専門家が来て教えてくれること》

中３

小６

小４

16.5

9.2

6.8

39.2

25.8

19.3

38.6

61.5

71.3

5.6

3.5

2.6

中３

小６

小４

26.0

15.8

12.3

41.5

37.8

32.0

22.2

38.4

49.7

10.3

8.0

6.0

・ 《少ない人数やグループで勉強すること》《コンピュータやビデオ・DVD など使って勉強すること》につ
いて，「好き」「どちらかというと好き」と答えた児童生徒の割合は，84.3％～ 90.0％といずれの学年にお
いても高く，他の項目に比べて学年の差が小さい。

＜参考＞
《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》
小４ 小 6

H28

H27

H26

22.6

21.9

22.2

38.2

40.2

40.0

32.1

31.5

30.3

7.0

6.5

7.6

27.6

28.4

29.3

41.5

41.9

41.6

24.0

22.8

21.2

6.9

6.9

7.9

H28

H27

H26

中 3

33.4

38.5

36.2

41.3

38.8

41.0

17.5

14.4

13.5

7.9

8.3

9.3

H28

H27

H26

・《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》が「好き」「どちらかというと好き」と答えた中３の生
徒は，27 年度より 5.6 ポイント増加しており，〈学年間比較〉で見ると小 4 より 11.5 ポイント低いが，学
年間の差は 27 年度より 7.0 ポイント縮まった。



― 58 ―

3　次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。

《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりし
ている》

《友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで
聞いている》

H27

H26

16.2

16.8

39.4

38.2

40.9

40.5

3.5

4.5

H28 15.742.039.0 3.3

H27

H26

30.7

31.6

63.0

61.0

H28 6.731.360.9

5.3

6.1

0.9

1.2

1.1

《授業では，自分の考えを発表する機会があたえら
れていたと思う》 《新聞やテレビのニュースなどに関心がある》

H27

H26

14.7

15.2

35.8

36.6

45.4

43.2

4.1

5.0

H28 12.934.849.0 3.3

H27

H26

17.2

17.2

36.3

36.5

36.7

35.8

9.8

10.5

H28 15.133.941.8 9.3

・  《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている》《授業では，自分の考えを発表する機会が与え
られていたと思う》《新聞やテレビのニュースなどに関心がある》について，「あてはまる」「どちらかと
いえばあてはまる」と答えた児童の割合は，81.0％，83.8％，75.7％であり，27 年度より 0.7 ～ 2.7 ポイン
ト増加し，調査開始以来最も高い。

《授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示され
ていたと思う》

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》

H28 34.6 11.950.7

28 年度より調査開始

2.8 H28 35.8 15.245.5

28 年度より調査開始

3.6

・今年度より新設された上記２項目については，67 ページ参照。

4　家で次のようなことをしていますか。

《自分で計画を立てて勉強をしている》 《学校の宿題をしている》

H27

H26

22.2

23.7

35.5

34.9

36.3

34.5

5.9

7.0

H28 21.635.936.8 5.7

H27

H26

9.3

10.9

86.8

84.7
3.1

3.5

0.8

0.9

H28 10.586.2 2.4
0.8

《学校の授業の予習をしている》 《学校の授業の復習をしている》

H27

H26

27.4

25.0

32.9

34.5

27.0

29.4

12.6

11.1

H28 27.934.625.2 12.3

H27

H26

22.7

22.6

32.5

32.1

36.9

36.6

7.9

8.7

H28 22.432.936.2 8.6

・ 《自分で計画を立てて勉強をしている》について，「している」「どちらかといえばしている」と答えた児
童の割合は，72.7％であり，調査開始以来最も高い。

・ 《学校の授業の予習をしている》について，「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は，
59.8％であり，26 年度より 4.1 ポイント，27 年度より 0.1 ポイント減少している。
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5　１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。

《ふだん（月曜日から金曜日）》

全くしない

１時間以上，２時間より少ない

30分以上，１時間より少ない 30分より少ない

２時間以上，３時間より少ない３時間以上

H27

H26

7.3

8.0

34.0

33.4

34.5

34.3

14.5

14.5

8.4

7.9

1.4

2.0

H28 6.235.035.014.77.8 1.4

《土曜日や日曜日など学校が休みの日》

全くしない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27

H26

38.8

38.9

30.0

30.7

13.4

13.2

6.5

5.7

3.8

3.4

7.5

8.1

H28 38.031.713.06.03.1 8.1

・ 家庭学習時間について，平日に１時間以上勉強すると答えた児童の割合は 57.5％，30 分以上勉強すると
答えた児童の割合は 92.5％であり，調査開始以来最も高い。

・ 土・日曜日に１時間以上勉強すると答えた児童の割合は，53.8％であり，27 年度より 0.1 ポイント増加し
て調査開始以来最も高いが，平日に１時間以上勉強する児童の割合より低い。

6　朝食を毎日食べていますか。

全くしていないあまりしていないどちらかといえばしているしている

H27

H26

3.0

3.0

7.5

7.4

89.0

88.8

2.8
0.5

0.8

0.8H28 8.488.1

・ 《朝食を毎日食べている》について，「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は，
96.5％であり，これまでと同様に高い。
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7　

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビやビデオ・DVDを見たり，聞いたり
しますか。（勉強のためのテレビやビデオ・DVDを見る時間，テレビゲームをする時間は除きます。）》

全く見たり，聞いたりしない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27

H26

23.0

21.4

26.1

26.0

21.4

20.5

12.8

14.4

13.3

13.8

3.4

3.8

H28 22.826.721.013.311.6 4.5

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯
式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含みます。）をしますか。》

全くしない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27

H26

35.1

36.1

22.1

21.0

11.0

10.9

6.3

5.7

6.8

6.2

18.7

20.1

H28 36.721.010.75.25.6 21.0

・ 普段のテレビ等の視聴時間について，２時間以上と答えた児童の割合は，45.9％と調査開始以来最も低い。
・ 普段のテレビゲーム等の使用時間について，２時間以上と答えた児童の割合は，21.5％と 27 年度より

2.6 ポイント減少している。

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，
インターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間はのぞきます。）》

持っていない

２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない 30分以上，１時間より少ない 30分より少ない

３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27 7.54.6
2.5

1.5
1.7

54.527.8

H28 7.25.3 54.228.3
2.5

1.1
1.4

27 年度より調査開始

・ 普段，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットを「30 分以上している」と答えた児
童の割合は，17.5％であり，27 年度と同程度である。
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8　

《ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろに起きますか。》

午前８時以降

午前６時 30分以降，７時より前

午前７時以降，７時 30分より前 午前７時 30分以降，８時より前

午前６時以降，６時 30分より前午前６時より前

H27

H26

8.4

7.4

36.4

36.9

33.0

35.2

19.8

18.3
1.5

1.6

0.9

0.6

H28 7.736.834.119.6 1.3
0.5

《ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろにねますか。》
午後 10時以降，11 時より前

午後 11 時以降，午前０時より前 午前０時以降

午後９時以降，10時より前午後９時より前

H27

H26

24.6

25.7

5.9

6.0

49.9

49.5

17.9

17.6

1.6

1.2

H28 25.4 5.650.817.2 1.0

・ 普段の起床時刻について，午前７時より前に起きる児童の割合は，90.5％と調査開始以来最も高い。
・ 普段の就寝時刻について，午後 10 時より前に寝る児童の割合は，68.0％であり，27 年度と同程度である。

9　次のことは，あなたにどのくらいあてはまりますか。

《学校のきまりを守っている》 《将来の夢や目標を持っている》

H27

H26 7.0

45.5 6.7

47.0

47.0

44.9

0.8

1.1

H28 46.247.0 5.9
1.0

H27

H26

7.9

7.6

16.1

17.0

69.9

69.9

6.1

5.5

H28 7.616.869.3 6.3

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
とがある》 《近所の人に会ったときは，あいさつをしている》

H27

H26

19.1

20.1

72.8

71.9
5.9

5.8

2.2

2.2

H28 18.173.8 5.5
2.5

H27

H26

26.6

24.7

65.7

67.4
6.0

6.0

1.8

1.9

H28 24.566.9 6.5
2.1

・  《将来の夢や目標を持っている》《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある》《近所の人
に会ったときは，あいさつをしている》について，それぞれ全体の約７割の児童が「あてはまる」と答え
ており，これまでと同様に高い。
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２　学習・生活状況と正答率との関係

○小４児童の学習・生活状況について，以下と回答している児童の方が，教科（国語・算数）の正答
率が高い傾向が見られる。
・国語・算数の勉強は好きだ。
・国語・算数の授業の内容はよくわかる。
・課題について，自分の考えた方法で調べたり確かめたりしながら勉強することが好きだ。
・国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている。
・算数の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考えている。
・授業では，自分の考えを発表する機会があたえられていたと思う。
・授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う。
・授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う。
・学校の授業の復習をしている。
・学校での出来事について，家の人（兄弟姉妹をふくみません）と話をしている。
・ふだん（月曜日から金曜日），携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをする
時間が少ない。または携帯電話やスマートフォンを持っていない。

○小４児童の各教科の正答率や学習・生活状況に関する項目の関係を分析すると，次のようにまとめ
られる。
・これまでと同様に，国語と算数の正答率は相互に関連が強い。　
・各教科の勉強が好きという項目と授業内容がよく分かるという項目の回答は，関連がある。

《国語・算数の勉強は好きだ》 《国語・算数の授業の内容はよくわかる》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

66.8％
67.6％

61.8％
63.2％

55.0％
57.7％

46.6％
52.4％

国語
算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

67.5％
68.3％

57.9％
60.0％

48.8％
52.7％

41.3％
44.0％

国語
算数

《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりし
ている》

《算数の問題の解き方がわからないときは，あきら
めずにいろいろな方法を考えている》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

65.4％
67.6％

61.4％
64.3％

53.8％
59.3％

43.6％
49.9％

国語
算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

64.3％
67.8％

59.7％
62.7％

54.1％
56.2％

44.4％
47.1％

国語
算数
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《課題について，自分の考えた方法で調べたり確か
めたりしながら勉強することが好きだ》

《授業では，自分の考えを発表する機会があたえら
れていたと思う》

どちらかといえば
好き好き どちらかといえば

好きでない 好きでない

65.4％
68.1％

61.8％
64.5％

55.3％
59.8％

48.2％
52.7％

国語
算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

65.4％
68.0％

59.4％
62.9％

53.7％
57.9％

47.7％
51.8％

国語
算数

《授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示され
ていたと思う》

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

65.4％
67.7％

59.5％
62.9％

52.4％
58.0％

43.6％
49.5％

国語
算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

64.2％
66.4％

61.2％
64.3％

55.4％
61.3％

46.3％
52.0％

国語
算数

《学校の授業の復習をしている》
《学校での出来事について，家の人（兄弟姉妹はふ
くみません）と話をしている》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

63.6％
66.2％

62.1％
65.1％

58.8％
62.4％

53.7％
59.0％

国語
算数

どちらかといえば
しているしている あまりしていない 全くしていない

63.7％
66.0％

61.1％
64.6％

56.5％
62.0％

50.4％
54.9％

国語
算数

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくら
いの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル，インターネットをしますか（携帯電話やスマー
トフォンを使ってゲームをする時間はのぞく）》

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
とがある》

30分より
少ない

持って
いない

１時間より
少ない

２時間より
少ない

３時間より
少ない

４時間より
少ない ４時間以上

64.0％
66.7％

61.4％
64.5％

55.2％
59.3％

54.8％
59.8％

49.3％
53.1％

47.4％
53.8％

41.4％
47.6％

国語
算数

どちらかといえば
しているしている あまりしていない 全くしていない

63.5％
66.2％

56.1％
60.6％

54.0％
58.1％

47.0％
52.4％

国語
算数
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３　教員の調査結果

　【学力の重要な要素に関すること】について，それぞれ「よくしている」「している」教員の割合は，
概ね 90％以上であり（小学校で 94.6％～ 99.3％，中学校で 92.4％～ 97.0％），学力の向上に向けた教員
の意識は高いといえる。

○「児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている」教員
の割合は，小学校では 97.6％，中学校では 94.0％であり，これまでと同様に高い。
○「問題解決的な学習，実生活における様々な事象との関連を図った学習などを通して，活用力（思
考力・判断力・表現力等）を育成する指導をしている」教員の割合は，小学校では 94.6％，中学校
では 92.4％であり，これまでと同様に高い。
○「考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるように指導をしている」小学校教員の割合は，
92.4％とこれまでと同様に高い。中学校では 27 年度より 0.4 ポイント増加している。

○「児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている」教員の割合は，小学
校で 97.8％，中学校で 93.0％であり，これまでと同様に高い。
○「コンピュータなどを使って，資料を拡大提示したり，デジタル教材を活用したりするなどの工夫
をしている」教員の割合は，27 年度と比較して小学校で 2.8 ポイント，中学校で 6.8 ポイント高く，年々
増加してきている。
○「保護者に対して児童生徒の学習を促すような働きかけをしている」教員の割合は，小学校で 4.1 ポ
イント，中学校で 20.6 ポイント，27 年度より増加している。
（※ 28 年度については，「学校・学年・学級単位で」が付け加えられている。）

○「自校の『学力向上プラン』に基づく指導をしている」教員の割合は，小学校で 94.9％，中学校で
90.8％であり，これまでと同様に高い。

 

※「回答できない」及び無回答を除いた割合で示している。

【学力の重要な要素に関すること】
《繰り返し学習（音読，暗記・暗唱，反復学習など）
を通して，基礎的・基本的な知識・技能の定着を図っ
ている》

《問題解決的な学習，実生活における様々な事象と
の関連を図った学習などを通して，活用力（思考力・
判断力・表現力等）を育成する指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

35.9
37.1

62.8
61.6

1.2
1.3

0.0
0.0

H27 中教員
H26 中教員

51.4
51.8

43.2
43.3

4.6
4.3

0.8
0.7

H28 小教員 39.459.9 0.7
0.0

H28 中教員 52.841.8 5.3
0.2

H27 小教員
H26 小教員

71.4
70.7 8.0

21.6
20.9

6.5
0.6
0.4

H27 中教員
H26 中教員

67.9 9.9
68.3 10.2

21.9
21.2

0.3
0.3

H28 小教員 71.922.7 5.3

7.4

0.1

H28 中教員 70.322.1 0.1

《課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学
習意欲の向上を図るための工夫をしている》

H27 小教員
H26 小教員

65.0
67.1

32.2
29.8

2.7
3.0

0.1
0.1

H27 中教員
H26 中教員

61.8
66.6

35.0
29.8

3.1
3.3

0.0
0.3

H28 小教員 64.733.1 2.2
0.0

H28 中教員 63.133.9 3.1
0.0

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図っている》

について，「よくしている」「している」と答えた
小学校教員の割合は 99.3％であり，これまでと同
様に高い。

＜ 27 年度と比べて上昇した項目＞
・《活用力を育成する指導をしている》について，「よ

くしている」「している」と答えた中学校教員の
割合は，2.6 ポイント増加している。

次の指導等を，昨年度からどの程度行っていますか。
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【教科等に関すること】
《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深
めたりするような発問や指導をしている》

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，
学び合う場を設けている》

H27 小教員
H26 小教員

67.2
70.5

29.3
26.4

3.4
3.0

0.2
0.0

H27 中教員
H26 中教員

74.1
74.1

21.7
19.7

3.9
6.0

0.3
0.2

H28 小教員 68.828.8 2.4
0.0

H28 中教員 72.721.3 6.0
0.0

H27 小教員
H26 小教員

55.3
57.3

41.6
40.4

2.9
2.3

0.2
0.0

H27 中教員
H26 中教員

61.6
64.7 8.7

31.0
26.6

7.2
0.2
0.0

H28 小教員 58.938.9 2.1
0.1

H28 中教員 61.431.6 6.8
0.3

《記録，要約，説明，論述などの言語活動を重視し
た指導をしている》

《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述がで
きるように指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

68.2
66.7

14.8
16.2

H27 中教員
H26 中教員

57.1
60.7

16.2
16.6 0.5

0.8

1.1
1.824.4

24.2
16.7

H28 小教員 67.716.3

H28 中教員 61.3

14.9 1.2

1.421.715.6

14.0

H27 小教員
H26 小教員

64.6
65.4

28.3
26.5

6.6
7.7

0.6
0.5

H27 中教員
H26 中教員

59.9
58.4

18.3
22.0

20.0
18.3

1.8
1.3

H28 小教員 64.827.6 7.3
0.3

H28 中教員 58.6 18.221.7 1.5

《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して，
考え方を身に付けさせる指導をしている》

《児童生徒がテストの間違ったところを振り返って
学習する場を設けている》

H27 小教員
H26 小教員

58.1
59.6

32.9
30.8

H27 中教員
H26 中教員

59.1
59.1

8.3
8.8

19.3
19.9

18.9
17.8

H28 小教員 60.033.0

H28 中教員 57.9 20.419.6

0.7
0.8

2.7
3.2

6.3
0.7

2.1

H27 小教員
H26 小教員

47.0
46.5

46.7
48.8

5.8
4.4

0.5
0.3

H27 中教員
H26 中教員

52.9
55.1

11.3
12.0

32.6
30.1

3.2
2.9

H28 小教員 49.345.7 4.9
0.1

H28 中教員 53.2 9.635.0 2.2

《児童生徒の学習状況を評価しながら授業を進めて
いる》

《授業の冒頭で目標（めあて・狙い）を児童生徒に
示している》

H27 小教員
H26 小教員

64.4
64.2

30.9
30.7

4.3
4.9

0.4
0.2

H27 中教員
H26 中教員

67.2
66.5

9.0
9.3

23.1
23.2

0.6
1.1

H28 小教員 63.132.8 4.0
0.1

H28 中教員 67.6 9.822.4 0.3

H27 小教員
H26 小教員

31.8
35.2

66.1
62.4

1.8
2.4

0.3
0.0

H27 中教員
H26 中教員

34.6
37.0

62.3
60.0

H28 小教員 29.968.9 1.2
0.1

H28 中教員 37.359.9

3.1
2.8

0.0
0.2

2.2
0.6

《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取
り入れている》

《個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，
補充的な学習の指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

52.8
57.8

36.2
31.7

H27 中教員
H26 中教員

53.8
52.6

28.9
28.7

H28 小教員 54.636.7

H28 中教員 55.4

10.6
10.3

15.7
18.4

8.4

12.231.5

0.3
0.4

0.3
1.6

0.3

0.9

H27 小教員
H26 小教員

58.3
59.2

32.9
32.3

0.3
0.1

H27 中教員
H26 中教員

50.5
51.6

8.5
8.4

32.6
31.7

11.2
10.4

5.7
6.3

H28 小教員 60.631.5 0.3

H28 中教員 52.5

7.7

32.511.8 3.3
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《個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，
発展的な学習の指導をしている》

《休み時間や放課後など授業時間以外に，習熟の遅
い児童生徒に，補充指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

55.4
53.4

12.0
12.1

1.5
1.4

H27 中教員
H26 中教員

50.0
47.1

31.0
33.0

33.8
35.0

11.9
11.9

4.3
6.0

H28 小教員 56.413.1 1.4

H28 中教員 50.4

29.1

34.711.5 3.4

H27 小教員
H26 小教員

52.0
52.3

32.2
32.2

2.6
2.9

H27 中教員
H26 中教員

36.1
33.4

13.2
12.6

39.3
40.0

18.5
19.0

6.1

H28 小教員 54.831.1 2.8

H28 中教員 36.3

11.3

41.2 14.38.2

7.6

《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示した
り，デジタル教材を活用したりするなどの工夫を
している》

《児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取
り入れた指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

50.2
48.5

23.1
20.8

5.0
4.5

H27 中教員
H26 中教員

33.5
34.1

21.7
26.2

29.0
30.9

13.0
17.6

24.4

H28 小教員 48.327.8 3.4

H28 中教員 37.5

20.5

24.9 10.427.2

17.4

H27 小教員
H26 小教員

35.0
34.0

8.3
7.2

H27 中教員
H26 中教員

40.7
38.1

9.1
9.5

33.6
40.3

47.6
49.4

20.3
17.2

5.5

H28 小教員 34.010.2

H28 中教員 44.1

9.1

26.0

46.7

24.15.8

4.4

《学校図書館を活用した指導をしている》 《外部の人材を活用した指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員 12.422.6 2.3

H27 中教員
H26 中教員

39.0
41.3

28.0
28.9

62.7
12.225.7 1.760.4

28.0
26.3

5.1

H28 小教員 11.526.1 1.9

H28 中教員 38.0 27.9

60.6

28.95.2

3.5

H27 小教員
H26 小教員

37.8
37.3

8.3
6.2

H27 中教員
H26 中教員

35.1
32.6

9.0
10.5

47.4
50.7

44.9
46.1

15.0
13.8

2.5

H28 小教員 36.08.1

H28 中教員 34.9

9.0

48.0

46.9

14.42.7

2.9

《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

62.6
64.7

32.0
30.6

5.3
4.3

0.1
0.3

0.5

H27 中教員
H26 中教員

67.4
71.5

9.4
9.7

21.8
18.4

1.5
0.5

H28 小教員 63.431.5 4.8

H28 中教員 66.1 8.124.7 1.1

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・ 《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている》《児童生徒の

発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》について，「よくしている」「している」
と答えた小学校教員の割合は，それぞれ 97.6％，97.8％と，これまでと同様に高い。

・《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるように指導をしている》について，「よくしている」
「している」と答えた小学校教員の割合は，92.4％であり，これまでと同様に高い。

＜ 27 年度と比べて上昇した項目＞
・ 中学校教員においては，以下の各項目について，「よくしている」「している」と答えた割合の増加が顕著

である。
《記録，要約，説明，論述などの言語活動を重視した指導をしている》 ………… 76.9％（3.1 ポイント増加）
《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取り入れている》 ……………… 86.9％（4.2 ポイント増加）
《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示したり，デジタル教材を活用

したりするなどの工夫をしている》 ………………………………………………… 64.7％（6.8 ポイント増加）
《児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取り入れた指導をしている》 … 29.9％（4.1 ポイント増加）
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【その他，留意する項目】
※教員質問紙より
《授業の冒頭で目標（めあて・狙い）を児童生徒に
示している》

《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取
り入れている》

H28 小教員 29.968.9 1.2
0.1 H28 小教員 54.636.7 8.4

0.3

※児童質問紙（小学校第４学年）より
《授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示され
ていたと思う》

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》

H28 小４ 11.934.650.7 2.8 H28 小４ 15.235.845.5 3.6

　《授業の冒頭で目標（めあて・狙い）を児童生徒に示している》《授業の最後に，学習したことを振り返
る活動を取り入れている》について，「よくしている」「している」と答えた小学校教員の割合は，それぞれ
98.8％，91.3％と高い。しかし，小学校第４学年児童の調査結果では，《授業のはじめに目標（めあて・ねらい）
が示されていたと思う》《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う》について，「あて
はまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童の割合は，それぞれ 85.3％，81.3％である。

【家庭学習に関すること】
《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための
宿題を出している》

《授業の内容と関連させて，調べさせたり，発展的
に考えさせたりするための宿題を出している》

H27 小教員
H26 小教員

28.7
29.6

70.1
68.9

0.8
1.1

0.4
0.4

H27 中教員
H26 中教員

47.8
48.3

13.9
11.7

32.6
34.3

5.6
5.6

H28 小教員 27.470.0 2.3
0.4

H28 中教員 49.3 8.237.0 5.6

H27 小教員
H26 小教員

30.2
29.4

13.8
12.2

3.0
2.9

H27 中教員
H26 中教員

38.7
40.0

10.8
11.5

53.0
55.5

42.5
39.7

8.0

H28 小教員 30.413.4 2.9

H28 中教員 37.7 11.1

53.3

42.88.3

8.8

《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導
を行っている》

《学校・学年・学級単位で，保護者に対して児童生
徒の家庭学習を促すような働きかけをしている》

H27 小教員
H26 小教員

48.1
47.9

49.0
49.6

2.4
2.4

0.5
0.2

H27 中教員
H26 中教員

56.1
59.0

9.7
8.1

30.8
29.6

3.5
3.3

H28 小教員 46.250.5 3.1
0.3

H28 中教員 60.5 7.328.5 3.7

H27 小教員
H26 小教員

59.7
59.7

10.0
10.2

29.2
29.0

1.1
1.2

H27 中教員
H26 中教員

52.6
51.1

11.1
9.2

24.6
28.2

11.7
11.6

H28 小教員 58.934.1 6.5
0.5

H28 中教員 62.0 11.822.9 3.4

＜ 27 年度と比べて上昇した項目＞
・《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための宿題を出している》について，「よくしている」「している」

と答えた中学校教員の割合は，5.9 ポイント増加している。
・《保護者に対して児童生徒の学習を促すような働きかけをしている》について，「よくしている」「している」

と答えた教員の割合は，小学校で 4.1 ポイント，中学校で 20.6 ポイント増加している。
（※ 28 年度については，「学校・学年・学級単位で」が付け加えられている。）。
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【学習規律等に関すること】
《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業
開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしてい
る》

《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう
指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

25.2
25.4

74.2
74.5

0.6
0.1

0.0
0.0

H27 中教員
H26 中教員

33.7
31.6

65.8
67.8

0.5
0.6

0.0
0.0

H28 小教員 25.773.8 0.5
0.0

H28 中教員 31.268.4 0.4
0.0

H27 小教員
H26 小教員

26.2
27.8

73.3
72.1

0.5
0.1

0.1
0.0

H27 中教員
H26 中教員

33.8
31.2

65.7
67.7

0.5
1.1

0.0
0.0

0.0

H28 小教員 26.972.8 0.4
0.0

H28 中教員 32.766.9 0.4

《児童生徒に，早寝・早起き・朝ご飯・テレビの視
聴時間など，基本的な生活習慣の指導をしている》

《児童生徒に，進んで挨拶をするよう指導をしてい
る》

H27 小教員
H26 小教員

56.2
57.4

35.7
34.4

7.6
7.9

0.6
0.3

H27 中教員
H26 中教員

53.9
54.1

12.8
14.6

31.6
30.0

1.7
1.3

H28 小教員 55.837.4 6.3
0.5

H28 中教員 53.2 10.734.5 1.6

H27 小教員
H26 小教員

30.5
31.1

68.9
67.7

0.6
1.1

0.0
0.1

H27 中教員
H26 中教員

41.8
40.3

56.0
57.1

2.2
2.2

0.0
0.3

H28 小教員 31.368.0 0.6
0.1

H28 中教員 40.458.0 1.5
0.1

《地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を
持たせる指導をしている》

《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考え
させる指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

19.8
18.2

18.1
21.9 1.2

1.3
1.0

2.4
1.9
1.9

H27 中教員
H26 中教員

19.2
20.1

22.3
18.0

H28 小教員 14.925.2

H28 中教員 19.0

60.7
58.6

56.7
59.5

58.9

55.623.5

H27 小教員
H26 小教員

51.9
53.0

16.7
16.2

2.9
3.4

H27 中教員
H26 中教員

60.8
61.6

28.4
27.4

9.7
10.4

27.5
26.9

2.0
1.1

H28 小教員 55.416.5 3.0

H28 中教員 60.5

25.2

10.028.1 1.5

《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所
を伸ばす指導をしている》

H27 小教員
H26 小教員

41.8
39.5

56.6
59.3

1.7
1.2

0.0
0.0

H27 中教員
H26 中教員

49.6
48.4

49.0
50.1

1.4
1.6

0.0
0.0

H28 小教員 40.059.7 0.3
0.0

H28 中教員 49.947.7 2.3
0.1

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしている》
《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう指導をしている》《児童生徒に，進んで挨拶をするよ
う指導をしている》について，「よくしている」「している」と答えた教員の割合は，小学校で 99.3 ～
99.7％，中学校で 98.4 ～ 99.6％と，これまでと同様に高い。

・《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を伸ばす指導をしている》について，「よくしている」
「している」と答えた教員の割合は，小学校で 99.7％，中学校で 97.6％であり，これまでと同様に高い。

＜ 27 年度と比べて上昇した項目＞
・《地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を持たせる指導をしている》《児童生徒に，将来就きたい

仕事や夢について考えさせる指導をしている》について，「よくしている」「している」と答えた小学校教
員の割合は，5.3 ポイント，3.3 ポイントとそれぞれ増加している。
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